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図　　　面　　　名図面番号 図　　　面　　　名図面番号

図　面　目　次

１，２ 若松高架橋（上り線）耐震補強橋梁一般図（その１），（その２）

若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　水平力分担構造配置図

若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　水平力分担構造詳細図（その１）～（その３）

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　水平力分担構造配置図

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　水平力分担構造詳細図（その１）（参考図）

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　水平力分担構造詳細図（その２），（その３）

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　水平力分担構造配置図

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　水平力分担構造詳細図（その１），（その２）

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　水平力分担構造詳細図（その３）（参考図）

若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　水平力分担構造配置図

若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　水平力分担構造詳細図（その１）～（その３）
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７１

若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　水平力分担構造詳細図（その４）（参考図）

若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　水平力分担構造詳細図（その４）（参考図）

若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　段差防止構造詳細図（その１），（その２）

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　段差防止構造詳細図

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　段差防止構造詳細図

若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　段差防止構造詳細図（その１），（その２）

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　桁拡幅工構造図

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　桁拡幅工詳細図

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　桁拡幅工構造図

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　桁拡幅工詳細図

若松高架橋（上り線）Ｐ９５～９８橋脚　交通規制図（その１）～（その７）（参考図）

若松高架橋（上り線）Ｐ９５～９８橋脚　仮設足場工図（その１），（その２）（参考図）

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　桁拡幅工支保工図（参考図）

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　桁拡幅工支保工図（参考図）

３１ 若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　検査路撤去図

３２，３３ 若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　検査路撤去図（その１），（その２）

３４，３５ 若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　検査路撤去図（その１），（その２）

３６，３７ 若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　検査路撤去図（その１），（その２）

３８～４１ 若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　検査路設置図（その１）～（その４）

４２～４７ 若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　検査路設置図（その１）～（その６）

４８～５３ 若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　検査路設置図（その１）～（その６）

５４～５９ 若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　検査路設置図（その１）～（その６）

６７ 若松高架橋（上り線）Ｐ９５～９８橋脚　施工概要図（参考図）
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若松高架橋（上り線）

東日本高速道路株式会社

関東支社 千葉管理事務所

耐震補強橋梁一般図（その１）

東関東自動車道
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若松高架橋（上り線）　耐震補強橋梁一般図（その２） S=1:300
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若松高架橋（上り線）

東日本高速道路株式会社

関東支社 千葉管理事務所

耐震補強橋梁一般図（その２）

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社
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設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所
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東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事
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※削孔長は上部工用アンカーボルト取付詳細図に記載の通りである。
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ

　溶融亜鉛めっきを施すものとする。

※無収縮モルタルは注入による施工とする。

　注入時は以下に留意すること。

　・注入ホースは勾配の低い側、排出ホースは勾配の高い側に

　　設置すること。

　・排出ホースは注入ホースより高い位置に設置することとし、

　　必要に応じて上部工を少しはつって設置すること。

水平力分担構造　Ｐ―３

      5)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      6)特記なきスカーラップはR35とする。

  （付着量は、JIS　H8641　HDZ55とする。但しボルトナットの付着量は、HDZ35とする。）

      4)部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

      7)無収縮モルタルσck=36N/mm²（既設上部工の同強度）

　　注記)

      8)溶接記号の尾に「FP」の表示のあるものは、 完全溶け込み溶接を示す。
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設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社
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水平力分担構造詳細図（その１）
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若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　水平力分担構造詳細図（その２） S=1:25
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2-     PL  100× 6× 200  (SM490A)
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※不陸調整範囲は、下部工ブラケットと橋台コンクリートが接する面(1550×1200)とする。
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ

　溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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アンカーボルト長 760 10

エポキシ樹脂注入

アンカーボルトD41×760L
(M39ネジ切り L=145)

不陸調整用樹脂パテ注入(5mm)

水平力分担構造　Ｐ―３

      5)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      6)特記なきスカーラップはR35とする。

  （付着量は、JIS　H8641　HDZ55とする。但しボルトナットの付着量は、HDZ35とする。）

      4)部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

      7)溶接記号の尾に「FP」の表示のあるものは、 完全溶け込み溶接を示す。

　　注記)
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

715

水平力分担構造詳細図（その２）

若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　

図　示
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若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　水平力分担構造詳細図（その３） S=1:25

"a"部詳細図
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※不陸調整範囲は、下部工ブラケットと橋台コンクリートが接する面(1550×1200)とする。
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ

　溶融亜鉛めっきを施すものとする。

水平力分担構造　Ｐ―３

      5)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      6)特記なきスカーラップはR35とする。

  （付着量は、JIS　H8641　HDZ55とする。但しボルトナットの付着量は、HDZ35とする。）

      4)部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

      7)溶接記号の尾に「FP」の表示のあるものは、 完全溶け込み溶接を示す。

　　注記)
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

716

水平力分担構造詳細図（その３）

若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　

図　示



若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　水平力分担構造詳細図（その４）（参考図） S=1:25

製作数:4基(終点側4基)

緩衝ピン詳細図 緩衝ピン取付詳細図
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内部鋼板

緩衝ピン　1200KN型(φ135×465L)

割りピンφ16×180L(SUS304)

ナット　M130(SS400)

ワッシャーφ310(φ139)×28t(SS400)

スペーサーφ310(φ211)×30t(ゴム)

水平力分担構造　Ｐ―３

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

  （付着量は、JIS　H8641　HDZ55とする。但しボルトナットの付着量は、HDZ35とする。）

    4)SS400部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

　　注記)
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

717

水平力分担構造詳細図（その４）（参考図）

若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　

図　示
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   実測結果を反映のこと。

   すべて竣工図面を基に作図を行なっている。

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは、

注記）

2. 部材加工・製作に際しては現地計測を行い、

3. 上部工および下部工ブラケットの配置については、

   上部工および下部工の配筋を鉄筋探査するととも

   に、東京電力のケーブル位置等を現地計測にて確

   定した上で決定すること。

   エポキシ樹脂等にて不陸調整を行うこと。

4. 段差防止構造の設置面に不陸がある場合は、

N=4基

N=4基

(上部工ブラケット) (上部工ブラケット)

水平力分担構造　Ｐ―８
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

718

Ｐ９６橋脚　水平力分担構造配置図

若松高架橋（上り線）

図　示
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ソールプレート 2800KNタイプ-固定

材 料 表(ストッパータイプ1基当たり)

1

全8基

数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

1

1 SCM435;ダクロタイズド処理,DMコート

バッファーA 2

2

2

クロロプレンゴム

SUS

2

リミットピンプレート

リミットピン

バッファーガイドA

バッファーB

バッファーガイドB

SM490A;亜鉛アルミ溶射処理

2800KNタイプ用 SM490A;亜鉛アルミ溶射処理

クロロプレンゴム

SUS

ソールプレート
(SM490A:亜鉛アルミ溶射処理)

リミットピン
(SCM435:DMコート)

バッファーA
(クロロプレンゴム)

バッファーガイドA
(SUS)

バッファーB
(クロロプレンゴム)

2-M8

S=1:5 S=1:5 S=1:5

仮固定フレームA
(SS400:電気めっき)

部番
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5
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7

両面粘着テープ付

C3

両面粘着テープ付

C3

バッファーガイドB
(SUS)

S=1:5

リミットピンプレート
(SM490A:亜鉛アルミ溶射処理)

16-M30

個
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個

本

個

個

個

個

1 2 3

4 5 6 7
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4-M18
仮固定ボルトB用

オーバータップ

16セットボルト(上側) M30x110 1W,1SW付

16セットボルト(下側) M30x90 1W付 強度区分8.8;亜鉛めっき(HDZ35)
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4仮固定ボルトC SS400相当品;電気めっき組M18x 40 1W,1N付

1.ストッパータイプの納入時組立高さは、取付詳

注記)

　細図に示す製品高-10mm程度とする。

2.据付時は仮固定ボルト他、納入時用部材を
  取り外し、所定の高さで設置すること。

3.納入時用部材を取り外した後のタップ孔は
　樹脂パテ材または樹脂ボルトで埋めること。

4.吊り金具は、自在型アイボルト（M16）を
　1ヵ所当たり8個付属する。

自在型アイボルト M1615

Ｐ９６橋脚（上り線）；取付詳細図及び部品図

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　水平力分担構造詳細図（その１）(参考図) S=1:20

180 36

φ
2
30

90 90

φ
1
50

216

730

380120

215

R20

R20

215

2
60

20

2
78

1
46

1
46

5080

5
70

1
80

20

1
98

226 278 226

198

1
30

1
30

130

4@110=440

540

4
@1
10
=4
40

1
20

90

20

90

1
20

20

1
80

120

1
50

150

1
50

1
05

1
50

1
05

105

570

540

730

2
40

2
40

440

380 10510555 55

50 50

120 120 105 150

690

47 596 47

57 576 57

20 650 20

1
15

2050

20

6

195 300 195

130

45

45

B - B

M154

橋軸方向

↓B ↓B

←A

←A

16-M30

C - C

M154

↑C

↑C

C20

4-M18

仮固定ボルトA用

4-M16

自在型アイボルト用

オーバータップ

橋軸直角方向橋軸方向

37

6

1

2

5

4 11

13

12

8

9 14

C20

10

A - A

R5

5
40

水平力分担構造　Ｐ―８

719

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

719

水平力分担構造詳細図（その１）（参考図）

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚
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Ｐ９６橋脚（上り線）；ブラケット詳細図（起点側）

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　水平力分担構造詳細図（その２） S=1:20

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

上部工アンカーボルト詳細図 下部工アンカーボルト詳細図
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　溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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注記）

　5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　　実施し既設鉄筋は、切断しないこと。

　3.全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

　2.特記なきスカーラップは35Rとする。

　　また、既設鉄筋と干渉した場合は、アンカーボル

　　ト位置の調整を行うこと。

　　亜鉛の付着量はJIS H 8641 HDZ55とする。

　4.図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

　　但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。

　6.溶接記号の尾に「FP」の表示のあるものは、 完全

　　溶け込み溶接を示す。
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7110

水平力分担構造詳細図（その２）

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚

図　示



下部工ブラケット詳細図

30-φ53孔
B1 B6

600

1200

600

B5

H7
H1

1
9
00

1 1

2 - 2

600 600

1200

300 600 300

3

45
7
60

4
50

3
55

8
05

1
00

3
@1
70
=5
10

1
50

3

1 - 1

8-φ49孔

10
22

1
8
28

40

7
50

1
0
78

200 550

45 750 10

20180

2

760

355

3 - 3

450
1
9
00

2

 1-PL 1900x45x1200(SM490YB)

 1-PL  760x40x1200(SM490YB)

 1-PL  200x22x1200

 6-PL  750x22x1828(Net:84%)

ブラケット1基当り (製作数:4基)

14 22 22 208 208 22 1422208

B2 B4

208 22

B3

22 208

 1-PL 660x50x750(SM520C)

ブラケット1基当り (製作数:4基)

上部工取付プレート 下部工取付プレート

 8-Bolt  M45x170  (強度区分8.8)

         [1-N2-W,1-SW]

75
75

6
60

75 600 75

750

50

3
@1
70
=5
10

8-φ49孔

68

34

24
26

16-φ34～68

4
@1
10
=4
40

4@110=440

24 26

50

34 68

Ｐ９６橋脚（上り線）；ブラケット詳細図（終点側）

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　水平力分担構造詳細図（その３） S=1:20
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ

　溶融亜鉛めっきを施すものとする。

12-AncBolt D51x985 (SD345)

ブラケット1基当り (製作数:4基)

12-1種Nut M48用 (SS400)

12-3種Nut M48用 (SS400)

12-Washer M48用 (SS400)

埋
込

長
 
7
65

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
長
 
9
85

2
20

削
孔

長
 
7
75

削孔径

φ61
ネ

ジ
切

り
長

1
60

62
60

75
23

不陸調整(無収縮モルタル)
(t=18～62mm)

ワッシャー(M48用)

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

アンカーボルトD51x985エポキシ樹脂注入
(M48ネジ切り L=160)

設置位置 H1

770

790

H2

260

200

H3

180

256

H4

170

174

H5

250

160
終点側

P96橋脚

B1

150

160

B2 B3

G1R1

G1R2

H6

G2R3

G2R4

B4

210

205

B5

240

300

140

110

B6

  1-PL 860x60x1410 (SM520C)

ブラケット1基当り (製作数:4基)

12-φ53

80 4@250=1250 80

1410

80
7
00

80

8
60

16-φ34～68

1
50

1
05

1
05

120 380 120

120

160

H7

H2
H3

H4
H5

H6

760 240 170 180 170 170 215240130130

780 180 250 150 180 180 288212110190

110

130

212

240

288

215

110300205

140240210

60

26
34

60

68

34

3426

300600 1003@170=510

8-φ49孔 8-φ49孔

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

下部工アンカーボルト詳細図

30-AncBolt D51x1150 (SD345)

ブラケット1基当り (製作数:4基)

30-1種Nut M48用 (SS400)

30-3種Nut M48用 (SS400)

30-Washer M48用 (SS400)

アンカーボルトD51x1150

150

削
孔
径

φ
61

エポキシ樹脂注入

ワッシャー(M48用)

(M48ネジ切り L=150)

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

ネジ切り長

150

5 45

75 25

不陸調整用樹脂パテ注入
(t=5mm)

10

埋込長 1000

アンカーボルト長 1150

削孔長 1010

埋
込

長
 
7
65

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
長
 
9
85

2
20

箱
抜

き
長
 
7
75

φ75

ネ
ジ

切
り
長

1
60

62
60

75
23

不陸調整(無収縮モルタル)
(t=18～62mm)

ワッシャー(M48用)

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

アンカーボルトD51x985エポキシ樹脂注入
(M48ネジ切り L=160)

既設部 桁拡幅部

円形型わく

モルタル中心厚　t=40mm

5723

2.369%

49

31

2
.
0
0
0
%

F.P

F.P

F.P

F.P

F.P

水平力分担構造　Ｐ―８

注記）

　5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　　実施し既設鉄筋は、切断しないこと。

　3.全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

　2.特記なきスカーラップは35Rとする。

　　また、既設鉄筋と干渉した場合は、アンカーボル

　　ト位置の調整を行うこと。

　　亜鉛の付着量はJIS H 8641 HDZ55とする。

　4.図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

　　但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。

　6.溶接記号の尾に「FP」の表示のあるものは、 完全

　　溶け込み溶接を示す。
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縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社
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水平力分担構造詳細図（その３）

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚

図　示
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社
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Ｐ９７橋脚　水平力分担構造配置図

若松高架橋（上り線）

図　示



若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　水平力分担構造詳細図（その１） S=1:25
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※削孔長は上部工用アンカーボルト取付詳細図に記載の通りである。
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ

　溶融亜鉛めっきを施すものとする。

※無収縮モルタルは注入による施工とする。

　注入時は以下に留意すること。

　・注入ホースは勾配の低い側、排出ホースは勾配の高い側に

　　設置すること。

　・排出ホースは注入ホースより高い位置に設置することとし、

　　必要に応じて上部工を少しはつって設置すること。
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エポキシ樹脂注入

アンカーボルトD41×775L

(M39ネジ切りL=160)

既設部 桁拡幅部

円形型わく

水平力分担構造　Ｐ―６

      5)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      6)特記なきスカーラップはR35とする。

  （付着量は、JIS　H8641　HDZ55とする。但しボルトナットの付着量は、HDZ35とする。）

      4)部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

      7)無収縮モルタルσck=36N/mm²（既設上部工の同強度）

　　注記)

      8)溶接記号の尾に「FP」の表示のあるものは、 完全溶け込み溶接を示す。

7113

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7113

水平力分担構造詳細図（その１）

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　

図　示
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下部工ブラケット詳細図

A - A B - B C - C

E - E

F - F

1基あたり(製作数:8基(起点側4基+終点側4基))
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1-Base PL 1200×65×1490  (SM490C)
1-Flg  PL 1200×60×1750  (SM490C)(Net:94%)

2-     PL  100× 6× 200  (SM490A)

1-Flg  PL  340×32×1200  (SM490B)

20-アンカーボルト D51×930L(SD345)

2-Rib  PL 1438×28×1665  (SM490B)(Net:41%)

1-     PL  200× 6× 522  (SS400)

20-ワッシャー　M48         (SS400)

2-BN   M10×30            (SS400)(2-W)

20-ナット(1種) M48         (SS400)

2-Rib  PL  280×32× 622  (SM490B)

2-Cov  PL  786×28× 580  (SM490B)(Net:57%)

2-Rib  PL 1438×28×1665  (SM490B)(Net:40%)

20-ナット(3種) M48         (SS400)

4-Rib  PL  213×32× 280  (SM490B)

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　水平力分担構造詳細図（その２） S=1:25
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※不陸調整範囲は、下部工ブラケットと橋台コンクリートが接する面(1550×1200)とする。
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ

　溶融亜鉛めっきを施すものとする。

水平力分担構造　Ｐ―６

      5)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      6)特記なきスカーラップはR35とする。

  （付着量は、JIS　H8641　HDZ55とする。但しボルトナットの付着量は、HDZ35とする。）

      4)部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

      7)溶接記号の尾に「FP」の表示のあるものは、 完全溶け込み溶接を示す。

　　注記)

7114

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7114

水平力分担構造詳細図（その２）

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　

図　示



製作数:8基(起点側4基+終点側4基)

緩衝ピン詳細図

1-スペーサー φ360(φ261)×30t(ゴ ム)

φ360

φ261

250

1-割りピン φ16×250L(SUS304)
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1-ナット(一種) M165 (SS400)

225

φ360

1-ワッシャー φ360(φ174)×32t  (SS400)

φ174 32
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φ
2
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1-緩衝ピン 2000kN型　φ170×570L(S45CN)
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( ゴ ム )
外面保護層

M165ネジ切り
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緩衝機能層

φ
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32

∅16

M165ネジ切り
150

299

繊維の引張強度:156.7N/mm
繊維枚数:39枚内部鋼板

63

5
1
16

緩衝ピン取付詳細図

緩衝ピン　2000KN型(φ170)

割りピンφ16×250L(SUS304)

ナット　M165(SS400)

ワッシャーφ360(φ174)×32t(SS400)

スペーサーφ360(φ261)×30t(ゴム)

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　水平力分担構造詳細図（その３）（参考図） S=1:25

水平力分担構造　Ｐ―６

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

  （付着量は、JIS　H8641　HDZ55とする。但しボルトナットの付着量は、HDZ35とする。）

    4)SS400部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

　　注記)

7115

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7115

水平力分担構造詳細図（その３）（参考図）

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　

図　示
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段差防止構造

若松高架橋(上り線)Ｐ９８橋脚 水平力分担構造配置図 S=1:100

   実測結果を反映のこと。

   すべて竣工図面を基に作図を行なっている。

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは、

注記）

2. 部材加工・製作に際しては現地計測を行い、

3. 上部工および下部工ブラケットの配置については、

   上部工および下部工の配筋を鉄筋探査するととも

   に、東京電力のケーブル位置等を現地計測にて確

   定した上で決定すること。
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水平力分担構造　Ｐ―３

7116

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7116

Ｐ９８橋脚　水平力分担構造配置図

若松高架橋（上り線）

図　示



若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　水平力分担構造詳細図（その１） S=1:25
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上部工用アンカーボルト取付詳細図
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1-Base PL 1155× 22× 730 (SM490A)
4-     PL  390× 22× 348 (SM490B)

1基あたり(製作数:4基(終点側4基))

2-Rib  PL  370× 22× 370 (SM490A)(Net:55%)

1-     PL  220×110× 220 (SM490C)
1-     PL  410× 45× 410 (SM490C)(Net:71%)

2-Rib  PL  370× 22× 375 (SM490A)(Net:55%)

16-アンカーボルト D32×615L(SD345)
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台座無収縮モルタル詳細図
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1-アンカーボルト D32(M30)×615L (SD345) 1-ナット(1種) M30(SS400) 1-ワッシャ- M30(SS400)1-ナット(3種) M30(SS400)
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※削孔長は上部工用アンカーボルト取付詳細図に記載の通りである。
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ

　溶融亜鉛めっきを施すものとする。

※無収縮モルタルは注入による施工とする。

　注入時は以下に留意すること。

　・注入ホースは勾配の低い側、排出ホースは勾配の高い側に

　　設置すること。

　・排出ホースは注入ホースより高い位置に設置することとし、

　　必要に応じて上部工を少しはつって設置すること。

水平力分担構造　Ｐ―３

      5)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      6)特記なきスカーラップはR35とする。

  （付着量は、JIS　H8641　HDZ55とする。但しボルトナットの付着量は、HDZ35とする。）

      4)部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

      7)無収縮モルタルσck=36N/mm²（既設上部工の同強度）

　　注記)

      8)溶接記号の尾に「FP」の表示のあるものは、 完全溶け込み溶接を示す。

7117

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7117

水平力分担構造詳細図（その１）

若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚

図　示



"a"部詳細図

下部工用アンカーボルト詳細図

下部工用アンカーボルト取付詳細図

下部工ブラケット詳細図

1-Base PL 1200×50×1505  (SM490C)
1-Flg  PL 1200×45×1510  (SM490C)(Net:95%)

1基あたり(製作数:3基(起点側3基))

2-     PL  100× 6× 200  (SM490A)

1-Flg  PL  340×22×1200  (SM490B)

20-アンカーボルト D41×750L(SD345)

2-Rib  PL 1463×22×1440  (SM490B)(Net:41%)

1-     PL  200× 6× 478  (SS400)

20-ワッシャー　M39         (SS400)

2-BN   M10×30            (SS400)(2-W)

20-ナット(1種) M39         (SS400)

2-Rib  PL  280×22× 578  (SM490B)

2-Cov  PL  686×22× 480  (SM490B)(Net:56%)

2-Rib  PL 1463×22×1440  (SM490B)(Net:40%)

20-ナット(3種) M39         (SS400)

4-Rib  PL  247×22× 280  (SM490B)

 下部工鋼製ブラケット
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若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　水平力分担構造詳細図（その２） S=1:25

20
3
20 3
00

50
3
40

3
00 2
80

20

50

22 20

1200

247 22 578 22 2472220

A - A B - B C - C

D - D

E - E

F - F

3
20

1
4
85

4
69

22
22 20

45

4
78

22
4
72

F.P.

1
5
05

45

F.P.

F.P.

F.P

3
10

1
4
85

3
45

1
1
18

22

20
45

144050

340 1100

20

320 20

1510

R50

R35

22

1
4
63

20

1
5
50

4
00

H1
H2

H3
H4

H5

4
69

22
4
78

22
4
72

45

22

22

22 20

1200

B1 B2 B3 B4 B5

247 22 578 22 2472220

20-φ44孔

CB

D

E

F

D

E

F

CB

10

a部

R50

144050

340 1100

20

300 40

1510

3
45

1
1
18

25 428 25

50 478 50

22 578 22

4
(SS400)

BN M10×30(2-W)

7525

100

7525

100378

φ12孔

1
00

1
00

2
00

6
6

Ｇ１Ｒ１，Ｇ２Ｒ３，Ｇ２Ｒ４

設置位置

G1R1

H1

250

250

H2

220

280

H3

280

220

H4

250

250

H5

150

150

285 220 250 200 200

起点側

P98橋脚

B1 B2

170

160

B3

340

250

320

405

150 220 320

G2R3

G2R4

B4 B5

220

195

150

190

340 170

1
45

75
1
50

75

85 140 150 150 150 150 150 140 85

32-φ25孔

7

1
03

※不陸調整範囲は、下部工ブラケットと橋台コンクリートが接する面(1550×1200)とする。
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F.P.

F.P.

※アンカーボルトはネジ切り部のみ

　溶融亜鉛めっきを施すものとする。

水平力分担構造　Ｐ―３

      5)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      6)特記なきスカーラップはR35とする。

  （付着量は、JIS　H8641　HDZ55とする。但しボルトナットの付着量は、HDZ35とする。）

      4)部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

      7)溶接記号の尾に「FP」の表示のあるものは、 完全溶け込み溶接を示す。

　　注記)

7118

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7118

水平力分担構造詳細図（その２）

若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚

図　示
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下部工用アンカーボルト詳細図

下部工用アンカーボルト取付詳細図

下部工ブラケット詳細図

1-Base PL 1200×55×1505  (SM490C)
1-Flg  PL 1200×45×1510  (SM490C)(Net:95%)

1基あたり(製作数:1基(起点側1基))

2-     PL  100× 6× 200  (SM490A)

1-Flg  PL  340×22×1200  (SM490B)

20-アンカーボルト D41×755L(SD345)

2-Rib  PL 1463×22×1435  (SM490B)(Net:41%)

1-     PL  200× 6× 591  (SS400)

20-ワッシャー　M39         (SS400)

2-BN   M10×30            (SS400)(2-W)

20-ナット(1種) M39         (SS400)

2-Rib  PL  280×22× 691  (SM490B)

2-Cov  PL  686×22× 480  (SM490B)(Net:56%)

2-Rib  PL 1463×22×1435  (SM490B)(Net:40%)

20-ナット(3種) M39         (SS400)

2-Rib  PL  134×22× 280  (SM490B)

 下部工鋼製ブラケット
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若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　水平力分担構造詳細図（その３） S=1:25
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※不陸調整範囲は、下部工ブラケットと橋台コンクリートが接する面(1550×1200)とする。
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F.P.

F.P.

※アンカーボルトはネジ切り部のみ

　溶融亜鉛めっきを施すものとする。

水平力分担構造　Ｐ―３

      5)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      6)特記なきスカーラップはR35とする。

  （付着量は、JIS　H8641　HDZ55とする。但しボルトナットの付着量は、HDZ35とする。）

      4)部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

      7)溶接記号の尾に「FP」の表示のあるものは、 完全溶け込み溶接を示す。

　　注記)

7119

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7119

水平力分担構造詳細図（その３）

若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚

図　示



若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　水平力分担構造詳細図（その４）（参考図） S=1:25

製作数:4基(起点側4基)

緩衝ピン詳細図 緩衝ピン取付詳細図
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緩衝機能層外面保護層
（ ゴ ム ）

120

251

繊維の引張強度:156.7N/mm
繊維枚数:31枚

内部鋼板

緩衝ピン　1200KN型(φ135×465L)

割りピンφ16×180L(SUS304)

ナット　M130(SS400)

ワッシャーφ310(φ139)×28t(SS400)

スペーサーφ310(φ211)×30t(ゴム)

M130ネジ切り M130ネジ切り

水平力分担構造　Ｐ―３

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

  （付着量は、JIS　H8641　HDZ55とする。但しボルトナットの付着量は、HDZ35とする。）

    4)SS400部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

　　注記)

7120

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7120

水平力分担構造詳細図（その４）（参考図）

若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚

図　示



   実測結果を反映のこと。

   すべて竣工図面を基に作図を行なっている。

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは、

注記）

2. 部材加工・製作に際しては現地計測を行い、

3.特記なき材質は、全てSM400Aとする。

  （付着量は、JIS　H8641　HDZ55とする。

5.※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

   但しボルトナットの付着量は、HDZ35とする。）

4.特記なきスカーラップは全てR35とする。
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 1-FLG  PL 400x22x1200

 1-WEB  PL 558x22x1200(Net:98%)
 2-RIB  PL 558x22x174

36-HTB  M22x115(F8T)

1箇所当り(製作数：共2箇所）

※ 1-緩衝材  400x50x1200(クロロプレンゴム、硬度55°±5°程度)
10-BN M16x60(1-W,1-割りﾋﾟﾝ付,ナツト3種)(SS400)

 1-FLG  PL 400x28x1200

 2-RIB  PL 554x22x174
 2-RIB  PL 549x22x174
 2-RIB  PL 545x22x174
 2-RIB  PL 540x22x174

若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　段差防止構造詳細図（その１） S=1:20

Ｇ１Ｒ１，Ｇ２Ｒ４
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※上記寸法はG1R1である．()内はG2R4の数値とする．

 2-RIB  PL 535x22x174

段差防止構造Ｍ　Ｓ－２

7121

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7121

Ｐ９５橋脚　段差防止構造詳細図（その１）

若松高架橋（上り線）

図　示



   実測結果を反映のこと。

   すべて竣工図面を基に作図を行なっている。

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは、

注記）

2. 部材加工・製作に際しては現地計測を行い、

3.特記なき材質は、全てSM400Aとする。

  （付着量は、JIS　H8641　HDZ55とする。

5.※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

   但しボルトナットの付着量は、HDZ35とする。）

4.特記なきスカーラップは全てR35とする。
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 1-FLG  PL 400x22x1200

 1-WEB  PL 563x22x1200(Net:98%)
 2-RIB  PL 562x22x174

32-HTB  M22x120(F8T)

1箇所当り(製作数：共2箇所）

※ 1-緩衝材  400x50x1200(クロロプレンゴム、硬度55°±5°程度)
 8-BN M16x60(1-W,1-割りﾋﾟﾝ付,ナツト3種)(SS400)

 1-FLG  PL 400x32x1200

 2-RIB  PL 557x22x174
 2-RIB  PL 551x22x174
 2-RIB  PL 545x22x174
 2-RIB  PL 540x22x174

若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　段差防止構造詳細図（その２） S=1:20

Ｇ１Ｒ２，Ｇ２Ｒ３

※上記寸法はG1R2である．()内はG2R3の数値とする．

段差防止構造Ｍ　Ｓ－２

7122

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7122

Ｐ９５橋脚　段差防止構造詳細図（その２）

若松高架橋（上り線）

図　示
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   実測結果を反映のこと。

   すべて竣工図面を基に作図を行なっている。

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは、

注記）

2. 部材加工・製作に際しては現地計測を行い、

3.特記なき材質は、全てSM400Aとする。

  （付着量は、JIS　H8641　HDZ55とする。

5.※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

   但しボルトナットの付着量は、HDZ35とする。）

4.特記なきスカーラップは全てR35とする。
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48-ANC.BOLT  D22x390(SD345）

1箇所当り(製作数：共4箇所）

※ 1-緩衝材  400x50x1250(クロロプレンゴム、硬度55°±5°程度)
 8-BN M16x65(1-W,1-割りﾋﾟﾝ付,ナツト3種)(SS400)

 1-FLG  PL 400x22x1250

 5-RIB  PL 594x22x174

 1-FLG  PL 400x25x1250

 1-WEB  PL 656x22x1250
 5-RIB  PL 656x22x174

1箇所当り(製作数：共4箇所）

※ 1-緩衝材  400x50x1250(クロロプレンゴム、硬度55°±5°程度)
 8-BN M16x65(1-W,1-割りﾋﾟﾝ付,ナツト3種)(SS400)

 1-FLG  PL 400x22x1250

 5-RIB  PL 660x22x174

C

C

F

F

1250

175 3x300=900 175

10
7
53

50
7
03

25
6
56

22

2.000%

6
56 6
56 6
56 6
56

7
03

25
6
56

22

7
03

25
6
56

22

緩衝ｺﾞﾑ

t=50

8

7

1250

25 4x300=1200 25

22 22 22 22 22

DD

EE

アンカーボルト

D22

2.000%

2.000%174 22 174

130

174 22 174

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　段差防止構造詳細図 S=1:20
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ

　溶融亜鉛めっきを施すものとする。

※緩衝ゴムは段差防止構造を設置した後に取り付けること。

　緩衝ゴムの固定ボルトはボルト頭を下側とし、ナットは

　ザグリ内に接着した上で締め付けること。

6.段差防止構造は緩衝材を外した状態で鋼材本体を設置し、

  緩衝材はスライドさせて固定ボルトを下面から締め付けること。

段差防止構造Ｍ　Ｓ－２

7123

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7123

Ｐ９６橋脚　段差防止構造詳細図

若松高架橋（上り線）

図　示



   実測結果を反映のこと。

   すべて竣工図面を基に作図を行なっている。

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは、

注記）

2. 部材加工・製作に際しては現地計測を行い、

3.特記なき材質は、全てSM400Aとする。

  （付着量は、JIS　H8641　HDZ55とする。

5.※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

   但しボルトナットの付着量は、HDZ35とする。）

4.特記なきスカーラップは全てR35とする。
 1-FLG  PL 400x25x1200

 1-WEB  PL 739x22x1200(Net:98%)
 2-RIB  PL 738x22x174

32-HTB  M22x135(F8T)

1箇所当り(製作数：共4箇所）

※ 1-緩衝材  400x50x1200(クロロプレンゴム、硬度55°±5°程度)
 8-BN M16x65(1-W,1-割りﾋﾟﾝ付,ナツト3種)(SS400)
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1箇所当り(製作数：共4箇所）

※ 1-緩衝材  400x50x1200(クロロプレンゴム、硬度55°±5°程度)
 8-BN M16x65(1-W,1-割りﾋﾟﾝ付,ナツト3種)(SS400)
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若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　段差防止構造詳細図 S=1:20
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段差防止構造Ｍ　Ｓ－２

7124

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7124

Ｐ９７橋脚　段差防止構造詳細図

若松高架橋（上り線）

図　示



   実測結果を反映のこと。

   すべて竣工図面を基に作図を行なっている。

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは、

注記）

2. 部材加工・製作に際しては現地計測を行い、

3.特記なき材質は、全てSM400Aとする。

  （付着量は、JIS　H8641　HDZ55とする。

5.※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

   但しボルトナットの付着量は、HDZ35とする。）

4.特記なきスカーラップは全てR35とする。

 1-FLG  PL 400x22x1200

 1-WEB  PL 507x22x1200(Net:98%)
 2-RIB  PL 506x22x174

32-HTB  M22x120(F8T)

1箇所当り(製作数：共3箇所）

※ 1-緩衝材  400x50x1200(クロロプレンゴム、硬度55°±5°程度)
 8-BN M16x60(1-W,1-割りﾋﾟﾝ付,ナツト3種)(SS400)
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若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　段差防止構造詳細図（その１） S=1:20
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段差防止構造Ｍ　Ｓ－２

7125

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7125

Ｐ９８橋脚　段差防止構造詳細図（その１）

若松高架橋（上り線）

図　示



   実測結果を反映のこと。

   すべて竣工図面を基に作図を行なっている。

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは、

注記）

2. 部材加工・製作に際しては現地計測を行い、

3.特記なき材質は、全てSM400Aとする。

  （付着量は、JIS　H8641　HDZ55とする。

5.※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

   但しボルトナットの付着量は、HDZ35とする。）

4.特記なきスカーラップは全てR35とする。

 1-FLG  PL 400x22x1200

 1-WEB  PL 511x22x1200(Net:98%)
 2-RIB  PL 511x22x174

36-HTB  M22x115(F8T)

1箇所当り(製作数：共1箇所）

※ 1-緩衝材  400x50x1200(クロロプレンゴム、硬度55°±5°程度)
10-BN M16x60(1-W,1-割りﾋﾟﾝ付,ナツト3種)(SS400)
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若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　段差防止構造詳細図（その２） S=1:20
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段差防止構造Ｍ　Ｓ－２

7126

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7126

Ｐ９８橋脚　段差防止構造詳細図（その２）

若松高架橋（上り線）

図　示



   実測結果を反映のこと。

   すべて竣工図面を基に作図を行なっている。

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは、

注記）

2. 部材加工・製作に際しては現地計測を行い、

3. 上部工および下部工ブラケットの配置については、

   上部工および下部工の配筋を鉄筋探査するととも

   に、東京電力のケーブル位置等を現地計測にて確

   定した上で決定すること。

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　桁拡幅工構造図 S=1:100
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7127

Ｐ９６橋脚　桁拡幅工構造図

若松高架橋（上り線）

図　示



若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　桁拡幅工詳細図 S=1:50

   実測結果を反映のこと。

   すべて竣工図面を基に作図を行なっている。

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは、

注記）

2. 部材加工・製作に際しては現地計測を行い、

3. 上部工および下部工ブラケットの配置については、

   上部工および下部工の配筋を鉄筋探査するととも

   に、東京電力のケーブル位置等を現地計測にて確

   定した上で決定すること。

4. 鉄筋本数は、全本数を示す。
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鉄筋加工図

1

1

5. σck=35N/mm2（既設上部工と同強度）

θ=90°

鉄 筋 曲 げ 加 工 表

R=5.5φ
鉄筋径鉄筋径

R=3φ

θ≦90° θ＞90°

α ΔＬ α

θ=135°

ΔＬ

θ

φ

L

L

ΔＬ=2Ｌ-α

R

α

D16 48 88 75 21 69 4

上部工付きアンカー箱抜き図 S=1:20

水平力分担構造

※箱抜き材は撤去可能な材料を用いること

埋
込

長
 
7
65

箱
抜

き
長
 
7
75

φ75

アンカーボルトD51x985エポキシ樹脂注入

円形型わく

10

鉄筋表

下部工名 番　号 径 長 さ（mm） 本 数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質 量（kg） 材　質

① D22  900  128  3.04 2.74  351 

② D16 1 220  104  1.56 1.90  198 SD345

若松高架橋 ③ D16 3 010  48  1.56 4.70  226 

P96 ④ D16 1 340  16  1.56 2.09  33 

D22  351 kg

D16  457 kg

合 計  808 kg

7128

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7128

Ｐ９６橋脚　桁拡幅工詳細図

若松高架橋（上り線）

図　示



平面図

G2_R4 G2_R3 G1_R2 G1_R1

G2_R4 G2_R3 G1_R2 G1_R1

55013250

14425

625

2.000%

G1_R1G1_R2G2_R3G2_R4

   実測結果を反映のこと。

   すべて竣工図面を基に作図を行なっている。

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは、

注記）

2. 部材加工・製作に際しては現地計測を行い、

3. 上部工および下部工ブラケットの配置については、

   上部工および下部工の配筋を鉄筋探査するととも

   に、東京電力のケーブル位置等を現地計測にて確

   定した上で決定すること。

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　桁拡幅工構造図 S=1:100
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7129

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7129

Ｐ９７橋脚　桁拡幅工構造図

若松高架橋（上り線）

図　示



若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　桁拡幅工詳細図 S=1:50

   実測結果を反映のこと。

   すべて竣工図面を基に作図を行なっている。

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは、

注記）

2. 部材加工・製作に際しては現地計測を行い、

3. 上部工および下部工ブラケットの配置については、

   上部工および下部工の配筋を鉄筋探査するととも

   に、東京電力のケーブル位置等を現地計測にて確

   定した上で決定すること。

4. 鉄筋本数は、全本数を示す。
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5. σck=35N/mm2（既設上部工と同強度）

θ=90°

鉄 筋 曲 げ 加 工 表

R=5.5φ
鉄筋径鉄筋径

R=3φ

θ≦90° θ＞90°

α ΔＬ α

θ=135°

ΔＬ

θ

φ

L

L

ΔＬ=2Ｌ-α

R

α

D16 48 88 75 21 69 4

エポキシ樹脂注入

アンカーボルトD41×775

円形型わく

上部工付きアンカー箱抜き図 S=1:20

水平力分担構造

※箱抜き材は撤去可能な材料を用いること

φ75

埋
込

長
 
6
15

箱
抜

き
長
 
6
25

10

鉄筋表

下部工名 番　号 径 長 さ（mm） 本 数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質 量（kg） 材　質

① D22  900  144  3.04 2.74  395 

② D16 1 220  104  1.56 1.90  198 SD345

若松高架橋 ③ D16 3 110  48  1.56 4.85  233 

P97 ④ D16 1 340  16  1.56 2.09  33 

D22  395 kg

D16  464 kg

合 計  859 kg

7130

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7130

Ｐ９７橋脚　桁拡幅工詳細図

若松高架橋（上り線）

図　示



7131

新　規　 

撤去・処分材

検査路 新設工

検査路 撤去工(発生材)

数量(kg) 備考

2,310

1,028

項　目

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7131

Ｐ９５橋脚　検査路撤去図

若松高架橋（上り線）

図　示

撤去範囲

(終点側）

撤去範囲

(終点側）

検査路 S=1:70
①検査路歩廊（H-1):2基分

No 記　号 幅 板厚 長さ 単位重量 重量/個 材　質

1 CHPL 470 3.2 5215 26.79 65.7 2 131 SS400

2 溝形 100×50 5/7.5 5245 9.36 49.1 4 196 SS400

3 溝形 100×50 5/7.5 500 9.36 4.68 2 9 SS400

4 L形 75×75 6 490 6.850 3.36 2 7 SS400

5 FB 75 6 490 3.5 1.72 10 17 SS400

6 PL 200 9 470 14.1 6.63 4 27 SS400

7 FB 90 9 470 6.4 3.01 2 6 SS400

8 BN M10 30 0.049 92 5 SS400

9 BN M22 50 0.342 20 7 SS400

10 SGP 25A 5222 2.43 12.7 2 25 SGP

11 SGP 25A 497 2.43 1.21 2 2 SGP

12 SGP 25A 1190 2.43 2.89 14 40 SGP

13 SGP 15A 986 1.31 1.29 20 26 SGP

14 SGP 15A 140 1.31 0.183 4 1 SGP

15 SGP 15A 380 1.31 0.498 4 2 SGP

16 90°エルボ 25A 38.1 2.43 0.0926 2 1 SGP

17 90°エルボ 15A 38.1 1.31 0.0499 4 1 SGP

18 PL 160 9 180 11.3 2.03 28 57 SS400

19 BN M16 40 0.149 56 8 SS400

合　　　計 568 kg

②検査路歩廊（H-2):2基

No 記　号 幅 板厚 長さ 単位重量 重量/個 材　質

1 CHPL 470 3.2 5160 26.79 65 2 130 SS400

2 溝形 100×50 5/7.5 5190 9.36 48.6 4 194 SS400

3 L形 75×75 6 490 6.850 3.36 4 13 SS400

4 FB 75 6 490 3.5 1.72 8 14 SS400

5 PL 200 9 470 14.1 6.63 2 13 SS400

6 FB 90 9 470 6.4 3.01 4 12 SS400

7 BN M10 30 0.049 92 5 SS400

8 BN M22 50 0.342 16 5 SS400

9 SGP 25A 5150 2.43 12.5 2 25 SGP

10 SGP 25A 1190 2.43 2.89 12 35 SGP

11 SGP 15A 986 1.31 1.29 20 26 SGP

12 PL 160 9 180 11.3 2.03 24 49 SS400

13 BN M16 40 0.149 48 7 SS400

合　　　計

③検査路歩廊（H-10):1基

No 記　号 幅 板厚 長さ 単位重量 重量/個
全体

員数

全体

合計
材　質

1 CHPL 470 3.2 180 26.79 2.27 2 5 SS400

2 CHPL 470 3.2 1117 26.79 14.1 2 28 SS400

3 CHPL 470 3.2 2320 26.79 29.2 1 29 SS400

4 CHPL 460 3.2 395 26.79 4.87 8 39 SS400

5 PL 190 5 190 6.7 1.27 16 20 SS400

6 溝形 100×50 5/7.5 236 9.36 2.21 4 9 SS400

7 溝形 100×50 5/7.5 1158 9.36 10.8 4 43 SS400

8 溝形 100×50 5/7.5 2320 9.36 21.7 2 43 SS400

9 L形 75×75 6 490 6.850 3.36 2 7 SS400

10 FB 75 6 490 3.5 1.72 3 5 SS400

11 PL 200 9 470 14.1 6.63 2 13 SS400

12 FB 90 9 470 6.4 3.01 2 6 SS400

13 BN M10 30 0.049 50 2 SS400

14 BN M22 50 0.342 12 4 SS400

15 SGP 25A 182 2.43 0.442 2 1 SGP

16 SGP 25A 1124 2.43 2.73 2 5 SGP

17 SGP 25A 2234 2.43 5.43 1 5 SGP

18 SGP 25A 1190 2.43 2.89 5 14 SGP

19 SGP 15A 97 1.31 0.127 4 1 SGP

20 SGP 15A 1121 1.31 1.47 4 6 SGP

21 SGP 15A 157 1.31 0.206 4 1 SGP

22 SGP 15A 986 1.31 1.29 4 5 SGP

23 PL 160 9 180 11.3 2.03 10 20 SS400

24 BN M16 40 0.149 20 3 SS400

合　　　計

④検査路梯子(T-3)8基

No 記　号 幅 板厚 長さ 単位重量 重量/個

1 FB 65 6 1450 3.100 4.50 16 72 SS400

2 FB 65 6 235 3.100 0.729 32 23 SS400

3 R・B φ22 430 2.980 1.31 40 52 SR235

4 打込式Anc M16 125 0.330 32 11

合　　　計

⑤検査路梯子(T-4)4基

No 記　号 幅 板厚 長さ 単位重量 重量/個 材　質

1 PL 283 6 365 13.300 4.85 8 39 SS400

2 FB 65 6 1550 3.100 4.81 8 38 SS400

3 FB 65 6 235 3.100 0.729 16 12 SS400

4 R・B φ22 430 2.980 1.31 16 21 SR235

5 M22 200 0.973 16 16

合　　　計

⑥ブラケット(B-1)

No 記　号 幅 板厚 長さ 単位重量 重量/個 材　質

1 PL 300 9 515 21.200 10.9 12 131 SS400

2 PL 300 9 330 21.200 7.00 12 84 SS400

3 PL 280 9 526 19.800 10.4 12 125 SS400

M16 125 0.330 48 16

合　　　計

4

全体

員数

全体

合計

全体

員数

全体

合計

全体

員数

全体

合計

全体

員数

全体

合計

全体

員数

全体

合計

1　 66

2 98

1 5

1 3

5 9

2 13

1 3

46 2

10 3

1 13

1 1

 7 20

10 13

2 1

2 1

1 1

2 1

14 29

28 4

1 65

2 97

2 7

4 7

1 7

2 6

46 2
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6 17
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12 24

24 4

1 2

1 14

0.5 15

4 19
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2 4

2 22

1 22

1 3

1.5 3
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1 3

25 1

6 2

1 1

1 3

0.5 3

2.5  7

2 1

2 3

2 1

2 3

5 10

10 1

8 36

16 12

20 26

16 5

4 19

4 19

 8 6

 8 10

8 8

6 65

6 42

6 62

24 8

撤去

員数

撤去

合計

材　質

528 kg

314 kg

285 kg

265 kg

160 kg

356 kg 177 kg

126 kg 62 kg

158 kg 79 kg

撤去

員数

撤去

合計

撤去

員数

撤去

合計

撤去

員数

撤去

合計

撤去

員数

撤去

合計

撤去

員数

撤去

合計

2,050 kg kg

全体重量計 撤去重量計

1,028

若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　検査路撤去図

検査路 S=1:70

梯子詳細 S=1:70

”ｆ”部詳細図 S=1:40

ブラケット詳細 S=1:40

注記）

　1.撤去鋼材重量表のＣＨＰＬの単位重量は、ｍ２当りとす　

　　る。

　

SS400

SS400

SS400

打込式Anc

打込式Anc



若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　検査路撤去図（その１）

P96検査路
撤去鋼材重量集計表（P96）

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

18用W

記　号 幅 板厚 長さ

CHPL 470 3.2 4805

単位重量 重量/個 員数 合　計 材　質 ネット

26.790 60.5 1 61 SS400 100

CHPL 470 3.2 4615 26.790 58.1 1 58 SS400 100

CHPL 470 3.2 700 26.790 8.81 1 9 SS400 100

PL 300 9 515 21.2 10.9 5 55 SS400 100

PL 300 9 300 21.2 6.36 5 32 SS400 100

PL 280 9 526 19.8 10.4 5 52 SS400 100

PL 200 9 470 14.1 6.63 4 27 SS400 100

PL 160 9 180 11.3 2.03 26 53 SS400 100

PL φ34 3.2 34 0.9 0.0306 4 1 SS400 78

FB 90 9 470 6.4 3.01 2 6 SS400 100

FB 75 6 490 3.5 1.72 8 14 SS400 100

FB 50 6 600 2.4 1.44 2 3 SS400 100

FB 50 6 400 2.4 0.96 1 1 SS400 100

FB 50 6 380 2.4 0.912 2 2 SS400 100

FB 50 6 368 2.4 0.883 2 2 SS400 100

FB 50 6 200 2.4 0.48 1 1 SS400 100

L形 75×75 6 490 6.850 3.36 2 7 SS400 100

溝形 100×50 5/7.5 5545 9.360 51.9 2 104 SS400 100

溝形 100×50 5/7.5 4645 9.360 43.5 2 87 SS400 100

溝形 100×50 5/7.5 500 9.360 4.68 2 9 SS400 100

R・B φ19 730 2.230 1.63 1 2 SR235 100

R・B φ16 500 1.580 0.79 1 1 SR235 100

SGP 25A 5522 2.430 13.4 1 13 SGP 100

SGP 25A 4622 2.430 11.2 1 11 SGP 100

SGP 25A 1190 2.430 2.89 13 38 SGP 100

SGP 25A 497 2.430 1.21 2 2 SGP 100

SGP 20A 100 1.680 0.168 7 1 SGP 100

SGP 15A 986 1.310 1.29 18 23 SGP 100

SGP 15A 540 1.310 0.707 2 1 SGP 100

SGP 15A 440 1.310 0.576 2 1 SGP 100

SGP 15A 380 1.310 0.498 4 2 SGP 100

90°エルボ 25A 38.1 2.430 0.0926 2 1 SGP

90°エルボ 15A 38.1 1.310 0.0499 4 1 SGP

BN M22 50 0.342 20 7 SS400

BN M16 40 0.149 52 8 SS400

BN M10 30 0.049 SS400

2 1 SS400

20 7 SS400

40.0 0.012

83 4

0.015

SWRM3

打込式Anc M16 125.0 0.330

割ピン φ6.5 2 1

合　　　計 709 kg

注記）

　1.マイクロ図の材料表記(幅・厚さ・長さ)を基に撤去重量

    を再計算しているため、重量は同一ではない。

　2.検査路のマイクロ図が無いため、類似形状の栄町Ｐ４３

　　を用いる。

　3.撤去鋼材重量表のＣＨＰＬの単位重量は、ｍ２当りとす　

　　る。

7132

新　規　 

撤去・処分材

検査路 新設工

検査路 撤去工(発生材)

数量(kg) 備考

2,688

837

項　目

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7132

Ｐ９６橋脚　検査路撤去図（その１）

若松高架橋（上り線）

図　示



Ｐ９６ 点検用梯子

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　検査路撤去図（その２）

撤去鋼材重量集計表（P96点検用梯子TYPE-5）

No

①

②

③

④

⑤

⑥

合　　　計 128 kg

12 4 100

16 21 SR235 100

打込式Anc M16 125 0.330

12 9 SS400 100

R・B φ22 440 2.980 1.31

6 43 SS400 100

FB 65 6 235 3.1 0.729

1 17 SS400 100

FB 65 6 2328 3.1 7.22

2 34 SS400 100

FB 65 6 5315 3.1 16.5

員数 合　計 材　質 ネット

FB 65 6 5500 3.1 17.1

記　号 幅 板厚 長さ 単位重量 重量/個

注記）

　1.マイクロ図の材料表記(幅・厚さ・長さ)を基に撤去重量

    を再計算しているため、重量は同一ではない。

　2.検査路のマイクロ図が無いため、類似形状の栄町Ｐ４３

　　を用いる。

SS400

7133

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7133

Ｐ９６橋脚　検査路撤去図（その２）

若松高架橋（上り線）

図　示



若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　検査路撤去図（その１）

P97検査路
撤去鋼材重量集計表（P97）

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

記　号 幅 板厚 長さ 単位重量 重量/個 員数 合　計 材　質 ネット

CHPL 470 3.2 4805 26.790 60.5 1 61 SS400 100

CHPL 470 3.2 4615 26.790 58.1 1 58 SS400 100

CHPL 470 3.2 700 26.790 8.81 1 9 SS400 100

PL 300 9 515 21.2 10.9 5 55 SS400 100

PL 300 9 300 21.2 6.36 5 32 SS400 100

PL 280 9 526 19.8 10.4 5 52 SS400 100

PL 200 9 470 14.1 6.63 4 27 SS400 100

PL 160 9 180 11.3 2.03 26 53 SS400 100

PL φ34 3.2 34 0.9 0.0306 4 1 SS400 78

FB 90 9 470 6.4 3.01 2 6 SS400 100

FB 75 6 490 3.5 1.72 8 14 SS400 100

FB 50 6 600 2.4 1.44 2 3 SS400 100

FB 50 6 400 2.4 0.96 1 1 SS400 100

FB 50 6 380 2.4 0.912 2 2 SS400 100

FB 50 6 368 2.4 0.883 2 2 SS400 100

FB 50 6 200 2.4 0.48 1 1 SS400 100

L形 75×75 6 490 6.850 3.36 2 7 SS400 100

溝形 100×50 5/7.5 5545 9.360 51.9 2 104 SS400 100

溝形 100×50 5/7.5 4645 9.360 43.5 2 87 SS400 100

溝形 100×50 5/7.5 500 9.360 4.68 2 9 SS400 100

R・B φ19 730 2.230 1.63 1 2 SR235 100

R・B φ16 500 1.580 0.79 1 1 SR235 100

SGP 25A 5522 2.430 13.4 1 13 SGP 100

SGP 25A 4622 2.430 11.2 1 11 SGP 100

SGP 25A 1190 2.430 2.89 13 38 SGP 100

SGP 25A 497 2.430 1.21 2 2 SGP 100

SGP 20A 100 1.680 0.168 7 1 SGP 100

SGP 15A 986 1.310 1.29 18 23 SGP 100

SGP 15A 540 1.310 0.707 2 1 SGP 100

SGP 15A 440 1.310 0.576 2 1 SGP 100

SGP 15A 380 1.310 0.498 4 2 SGP 100

90°エルボ 25A 38.1 2.430 0.0926 2 1 SGP

90°エルボ 15A 38.1 1.310 0.0499 4 1 SGP

BN M22 50 0.342 20 7 SS400

BN M16 40 0.149 52 8 SS400

BN M10 30 0.049 83 4 SS400

W 18用 0.015

割ピン φ6.5 40.0 0.012

2 1

打込式Anc M16 125.0 0.330

SS400

20 7 SS400

2 1 SWRM3

合　　　計 709 kg

注記）

　1.マイクロ図の材料表記(幅・厚さ・長さ)を基に撤去重量

    を再計算しているため、重量は同一ではない。

　2.検査路のマイクロ図が無いため、類似形状の栄町Ｐ４３

　　を用いる。

　3.撤去鋼材重量表のＣＨＰＬの単位重量は、ｍ２当りとす　

　　る。

7134

新　規　 

撤去・処分材

検査路 新設工

検査路 撤去工(発生材)

数量(kg) 備考

5,531

837

項　目

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7134

Ｐ９７橋脚　検査路撤去図（その１）

若松高架橋（上り線）

図　示



Ｐ９７ 点検用梯子

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　検査路撤去図（その２）

撤去鋼材重量集計表（P97点検用梯子TYPE-5）

No

①

②

③

④

⑤

⑥

合　　　計 128 kg

12 4 100

16 21 SR235 100

打込式Anc M16 125 0.330

12 9 SS400 100

R・B φ22 440 2.980 1.31

6 43 SS400 100

FB 65 6 235 3.1 0.729

1 17 SS400 100

FB 65 6 2328 3.1 7.22

2 34 SS400 100

FB 65 6 5315 3.1 16.5

員数 合　計 材　質 ネット

FB 65 6 5500 3.1 17.1

記　号 幅 板厚 長さ 単位重量 重量/個

注記）

　1.マイクロ図の材料表記(幅・厚さ・長さ)を基に撤去重量

    を再計算しているため、重量は同一ではない。

　2.検査路のマイクロ図が無いため、類似形状の栄町Ｐ４３

　　を用いる。

SS400

7135

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7135

Ｐ９７橋脚　検査路撤去図（その２）

若松高架橋（上り線）

図　示



若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　検査路撤去図（その１）

P98検査路

撤去鋼材重量集計表（P98）

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

28

29

30

31

27

32

33

34

35

36

39

37

38

記　号 幅 板厚 長さ 単位重量 重量/個 員数 合　計 材　質 ネット

CHPL 470 3.2 4805 26.790 60.5 1 61 SS400 100

CHPL 470 3.2 4615 26.790 58.1 1 58 SS400 100

CHPL 470 3.2 700 26.790 8.81 1 9 SS400 100

PL 300 9 515 21.2 10.9 5 55 SS400 100

PL 300 9 300 21.2 6.36 5 32 SS400 100

PL 280 9 526 19.8 10.4 5 52 SS400 100

PL 200 9 470 14.1 6.63 4 27 SS400 100

PL 160 9 180 11.3 2.03 26 53 SS400 100

PL φ34 3.2 34 0.9 0.0306 4 1 SS400 78

FB 90 9 470 6.4 3.01 2 6 SS400 100

FB 75 6 490 3.5 1.72 8 14 SS400 100

FB 50 6 600 2.4 1.44 2 3 SS400 100

FB 50 6 400 2.4 0.96 1 1 SS400 100

FB 50 6 380 2.4 0.912 2 2 SS400 100

FB 50 6 368 2.4 0.883 2 2 SS400 100

FB 50 6 200 2.4 0.48 1 1 SS400 100

L形 75×75 6 490 6.850 3.36 2 7 SS400 100

溝形 100×50 5/7.5 5545 9.360 51.9 2 104 SS400 100

溝形 100×50 5/7.5 4645 9.360 43.5 2 87 SS400 100

溝形 100×50 5/7.5 500 9.360 4.68 2 9 SS400 100

R・B φ19 730 2.230 1.63 1 2 SR235 100

R・B φ16 500 1.580 0.79 1 1 SR235 100

SGP 25A 5522 2.430 13.4 1 13 SGP 100

SGP 25A 4622 2.430 11.2 1 11 SGP 100

SGP 25A 1190 2.430 2.89 13 38 SGP 100

SGP 25A 497 2.430 1.21 2 2 SGP 100

SGP 20A 100 1.680 0.168 7 1 SGP 100

SGP 15A 986 1.310 1.29 18 23 SGP 100

SGP 15A 540 1.310 0.707 2 1 SGP 100

SGP 15A 440 1.310 0.576 2 1 SGP 100

SGP 15A 380 1.310 0.498 4 2 SGP 100

90°エルボ 25A 38.1 2.430 0.0926 2 1 SGP

90°エルボ 15A 38.1 1.310 0.0499 4 1 SGP

BN M22 50 0.342 20 7 SS400

BN M16 40 0.149 52 8 SS400

BN M10 30 0.049 83 4 SS400

W 18用 0.015

割ピン φ6.5 40.0 0.012

2 1

打込式Anc M16 125.0 0.330

SS400

20 7 SS400

2 1 SWRM3

合　　　計 709 kg

注記）

　1.マイクロ図の材料表記(幅・厚さ・長さ)を基に撤去重量

    を再計算しているため、重量は同一ではない。

　2.検査路のマイクロ図が無いため、類似形状の栄町Ｐ４３

　　を用いる。

　3.撤去鋼材重量表のＣＨＰＬの単位重量は、ｍ２当りとす　

　　る。

7136

新　規　 

撤去・処分材

検査路 新設工

検査路 撤去工(発生材)

数量(kg) 備考

1,972

837

項　目

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7136

Ｐ９８橋脚　検査路撤去図（その１）

若松高架橋（上り線）

図　示



Ｐ９８ 点検用梯子

若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　検査路撤去図（その２）

撤去鋼材重量集計表（P98点検用梯子TYPE-5）

No

①

②

③

④

⑤

⑥

合　　　計 128 kg

12 4 100

16 21 SR235 100

打込式Anc M16 125 0.330

12 9 SS400 100

R・B φ22 440 2.980 1.31

6 43 SS400 100

FB 65 6 235 3.1 0.729

1 17 SS400 100

FB 65 6 2328 3.1 7.22

2 34 SS400 100

FB 65 6 5315 3.1 16.5

員数 合　計 材　質 ネット

FB 65 6 5500 3.1 17.1

記　号 幅 板厚 長さ 単位重量 重量/個

注記）

　1.マイクロ図の材料表記(幅・厚さ・長さ)を基に撤去重量

    を再計算しているため、重量は同一ではない。

　2.検査路のマイクロ図が無いため、類似形状の栄町Ｐ４３

　　を用いる。

SS400

7137

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7137

Ｐ９８橋脚　検査路撤去図（その２）

若松高架橋（上り線）

図　示



Ｄ－Ｄ断面Ａ－Ａ断面

Ｂ－Ｂ断面

若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　検査路設置図（その１） S=1:120
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注記)

   法を再確認すること。
1. 施工にあたっては、現地計測を実施して既設構造寸

   鋼板加工は、既設構造寸法確認後、製作を行うこと。

7138

新　規　 検査路 新設工

数量(kg) 備考

2,310

項　目

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7138

Ｐ９５橋脚　検査路設置図（その１）

若松高架橋（上り線）

図　示
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若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　検査路設置図（その２） S=1:120
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K-5 K-6 K-8

K-7

K-6

K-7

2150

5
00

K-7(製作数=1組)

  2-CH  150×75×6.5×10×2150

 24-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

  1-CH.PL 460×3.2× 2110(SS400相当品)

K-8(製作数=1組)

 10-L　　　 65×65×6×1325

  2-PIPE　φ42.7×2.3×1100(STK400)

  2-PL 　　 90×3.2× 1465

  4-PIPE　φ21.7×1.9×3050(STK400)

  2-PL 　　 90×3.2× 787

  1-CH.PL 640×3.2× 3050(SS400相当品)

  2-CH  150×75×6.5×10×3100

  4-FB　 65×6×530

  4-FB　 75×9×667
  2-PL　160×9×660(SM400A)

 30-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

  1-CH  150×75×6.5×10× 680

  2-PIPE　φ42.7×2.3× 650(STK400)

K-5(製作数=1組)

  8-PL　　 255×15×285(SM400A)

 32-BN　　 M16×50(2-W付)

 32-BN　　 M10×40(2-W付)

  8-Uボルト　呼び　32C

 16-Uボルト　呼び　15C

  8-L　　　 65×65×6×1325

  2-PL 　　 90×3.2× 1707

  1-L　  75×75×6×667

  1-CH.PL 640×3.2× 4370(SS400相当品)

  2-CH  150×75×6.5×10×4420

  1-PL　 60×9×660(SM400A)

 42-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

  2-PL 　　 90×3.2× 1595

  2-PL 　　 90×3.2×  787

  1-CH  150×75×6.5×10×680

  2-PL　160×9×660(SM400A)

K-6(製作数=1組)

  8-PL　　 255×15×285(SM400A)

 32-BN　　 M16×50(2-W付)

 32-BN　　 M10×40(2-W付)

  2-Uボルト　呼び　32C

 16-Uボルト　呼び　15C

  2-L　　　 65×65×6×1325

  1-PIPE　φ42.7×2.3×2300(STK400)

  1-PL 　　 90×3.2× 1717

  2-L　  75×75×6×667

  1-CH.PL 640×3.2× 5280(SS400相当品)

  2-CH  150×75×6.5×10×5340

  7-FB　 65×6×530

  7-FB　 75×9×667

  2-PL　 60×9×660(SM400A)

 48-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

  4-PIPE　φ21.7×1.9×1520(STK400)

  1-PL 　　 90×3.2× 1623

  1-PL 　　 90×3.2× 1670

  2-PL　160×9×660(SM400A)

  2-PIPE　φ21.7×1.9×5340(STK400)

  1-PL 　　 90×3.2× 1569

  1-PL 　　 90×3.2× 1571

  2-CH  150×75×6.5×10×500

  2-PL　160×9×480(SM400A)

  2-PL 　　 90×3.2× 507

 10-PL　　 255×15×285(SM400A)

 40-BN　　 M16×50(2-W付)

 40-BN　　 M10×40(2-W付)

 10-Uボルト　呼び　32C

 20-Uボルト　呼び　15C

  1-PL　 60×9×660(SM400A)

下り線 上り線

P
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P
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Ｂ
Ａ
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Ｄ

Ｄ

K-8

  1-PL 　　 90×3.2× 660

  2-PIPE　φ42.7×2.3× 500(STK400)

  4-PIPE　φ21.7×1.9× 500(STK400)

  2-PL 　　 90×3.2× 500

  4-L　　　 65×65×6×1325

  2-PL　　 255×15×400(SM400A)

 12-BN　　 M16×50(2-W付)

  8-BN　　 M10×40(2-W付)

  4-Uボルト　呼び　32C

  8-Uボルト　呼び　15C

  2-PIPE　φ21.7×1.9× 590(STK400)

  1-PIPE　φ42.7×2.3× 590(STK400)

5
00

4
00

  6-L　　　 65×65×6× 950

  1-L　  75×75×6×667

  6-FB　 65×6×530

  6-FB　 75×9×667

  3-FB　 65×6×350

  3-FB　 75×9×487

470

  2-PIPE　φ42.7×2.3×1100(STK400)

  4-PIPE　φ21.7×1.9×4420(STK400)

  2-PIPE　φ42.7×2.3×2020(STK400)

   を間隔1m(0.7m2)程度に1個所程度設けるのが良い。
5. 床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔
   ボルト径+3mmを標準とする。

   を使用すること。

4. ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し、
   但し、ボルト・ナット類は、HDZ35とする。

注記)

   亜鉛の付着料は、JIS H8641 HDZ35～HDZ55とする。

2. Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット
1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

3. 部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。

   法を再確認すること。
6. 施工にあたっては、現地計測を実施して既設構造寸

   鋼板加工は、既設構造寸法確認後、製作を行うこと。

7139

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7139

Ｐ９５橋脚　検査路設置図（その２）

若松高架橋（上り線）

図　示



若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　検査路設置図（その３） S=1:20

1-FB　75×9×667

1-FB　65×6×530

1-PL 60×9×660　  (SM400A)

1-L　75×75×6×667 (SS400)

1-FB　75×9×487

1-FB　65×6×350

K-5,6,8　 　　…

K-7           …

K-5,6,8 …

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

2.Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナットを使用すること。

4.部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。(JIS規格：JIS H8641）
  厚さ　t=6.0mm以上の鋼材　　　　  　　       規格 = HDZ55
  厚さ　t=3.2mm以上5mm以下の鋼材  　 　　　 　規格 = HDZ45

3.普通ボルトは、強度区分4.6とする。

  厚さ　t=3.2mm未満の鋼材及びボルトナット類   規格 = HDZ35

S=1:6打込式アンカー詳細

ブラケット用

（スリーブ打込式）

  1-打込式アンカ－ M20×170L
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手摺詳細図

支柱部断面図
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※()内は歩廊2列部の寸法。歩廊2列部は躯体側の手すりはなし
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注記）

7140

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7140

Ｐ９５橋脚　検査路設置図（その３）

若松高架橋（上り線）

図　示



若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　検査路設置図（その４） S=1:20

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

2.Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナットを使用すること。

4.部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。(JIS規格：JIS H8641）
  厚さ　t=6.0mm以上の鋼材　　　　  　　       規格 = HDZ55
  厚さ　t=3.2mm以上5mm以下の鋼材  　 　　　 　規格 = HDZ45

3.普通ボルトは、強度区分4.6とする。

  厚さ　t=3.2mm未満の鋼材及びボルトナット類   規格 = HDZ35
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7141

Ｐ９５橋脚　検査路設置図（その４）

若松高架橋（上り線）

図　示



Ａ－Ａ断面

Ｂ－Ｂ断面

Ｃ－Ｃ断面

Ｄ－Ｄ断面

Ｅ－Ｅ断面

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　検査路設置図（その１） S=1:120
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   法を再確認すること。
1. 施工にあたっては、現地計測を実施して既設構造寸

   鋼板加工は、既設構造寸法確認後、製作を行うこと。

7142

新　規　 検査路 新設工

数量(kg) 備考

2,688

項　目

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7142

Ｐ９６橋脚　検査路設置図（その１）

若松高架橋（上り線）

図　示
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P
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若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　検査路設置図（その２） S=1:120
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K-2
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K-4

K-3

K-3

K-6

1620 1860 1620

580 580

K-1(製作数=1組)

  7-PL　　 255×15×285(SM400A)

 28-BN　　 M16×50(2-W付)

 28-BN　　 M10×40(2-W付)

  7-Uボルト　呼び　32C

 14-Uボルト　呼び　15C

  2-CH  150×75×6.5×10×2780

  1-CH  150×75×6.5×10× 680

  5-FB　 65×6×530

  5-FB　 75×9×667

  1-PL　160×9×660(SM400A)

  7-L　　　 65×65×6×1325

  1-PIPE　φ42.7×2.3×2730(STK400)

  1-PL 　　 90×3.2× 1187

  1-PL 　　 90×3.2×  660

  2-PIPE　φ21.7×1.9×1240(STK400)

  1-PL 　　 90×3.2× 1417

  1-PL　 60×9×660(SM400A)

  1-L　  75×75×6×667

  2-PIPE　φ21.7×1.9×2730(STK400)

  1-CH.PL 640×3.2× 2730(SS400相当品)

K-2(製作数=1組)

 30-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

K-3(製作数=1組) K-4(製作数=1組)

  1-PIPE　φ42.7×2.3×1240(STK400)

K-5(製作数=1組) K-6(製作数=1組)

  2-CH  150×75×6.5×10×5100

  7-FB　 65×6×530

  7-FB　 75×9×667

  2-PL　160×9×660(SM400A)

  8-L　　　 65×65×6×1325

  1-PIPE　φ42.7×2.3×5100(STK400)

  1-PL 　　 90×3.2× 1355

  4-PIPE　φ21.7×1.9×1360(STK400)

  2-PL 　　 90×3.2× 1707

  2-PL　 60×9×660(SM400A)

  2-L　  75×75×6×667

  2-PIPE　φ21.7×1.9×5100(STK400)

  1-CH.PL 640×3.2× 5040(SS400相当品)

 56-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

  2-PIPE　φ42.7×2.3×1360(STK400)

  8-PL　　 255×15×285(SM400A)

 32-BN　　 M16×50(2-W付)

 32-BN　　 M10×40(2-W付)

  8-Uボルト　呼び　32C

 16-Uボルト　呼び　15C

  2-PL 　　 90×3.2× 1460

  4-PL　　 255×15×285(SM400A)

 16-BN　　 M16×50(2-W付)

 16-BN　　 M10×40(2-W付)

  4-Uボルト　呼び　32C

  8-Uボルト　呼び　15C

  2-CH  150×75×6.5×10×1620

  2-CH  150×75×6.5×10× 780

  3-FB　 65×6×630

  3-FB　 75×9×767

  2-PL　160×9×760(SM400A)

  4-L　　　 65×65×6×1325

  2-PIPE　φ42.7×2.3× 730(STK400)

  2-PL 　　 90×3.2×  770

  4-PIPE　φ21.7×1.9× 730(STK400)

  1-CH.PL 740×3.2× 1580(SS400相当品)

  2-CH  150×75×6.5×10×2780

  1-CH  150×75×6.5×10× 680

  1-PL　160×9×660(SM400A)

  1-PL 　　 90×3.2× 1187

  1-PL 　　 90×3.2× 1330

  1-PL 　　 90×3.2× 1417

  1-PL　 60×9×660(SM400A)

  1-L　  75×75×6×667

  1-CH.PL 640×3.2× 2730(SS400相当品)

  1-PIPE　φ42.7×2.3×1240(STK400)

  4-PL　　 255×15×285(SM400A)

 16-BN　　 M16×50(2-W付)

 16-BN　　 M10×40(2-W付)

  4-Uボルト　呼び　32C

  8-Uボルト　呼び　15C

  2-CH  150×75×6.5×10×1860

  2-CH  150×75×6.5×10× 780

  2-PL　160×9×760(SM400A)

  4-L　　　 65×65×6×1325

  2-PL 　　 90×3.2×  770

  2-CH.PL 740×3.2×  580(SS400相当品)

 20-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

  4-PL　　 255×15×285(SM400A)

 16-BN　　 M16×50(2-W付)

 16-BN　　 M10×40(2-W付)

  4-Uボルト　呼び　32C

  8-Uボルト　呼び　15C

  2-CH  150×75×6.5×10×1620

  2-CH  150×75×6.5×10× 780

  2-PL　160×9×760(SM400A)

  4-L　　　 65×65×6×1325

  2-PL 　　 90×3.2×  770

  1-CH.PL 740×3.2× 1580(SS400相当品)

 24-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

Ａ

Ｂ

Ｃ

下り線 上り線

  1-PL 　　 90×3.2× 1330

  1-PL 　　 90×3.2×  660

  2-PIPE　φ21.7×1.9× 590(STK400)

  1-PIPE　φ42.7×2.3× 590(STK400)

  2-PIPE　φ21.7×1.9× 590(STK400)

  1-PIPE　φ42.7×2.3× 590(STK400)

  2-PIPE　φ21.7×1.9×1240(STK400)

  5-FB　 65×6×530

  5-FB　 75×9×667

  2-FB　 65×6×630

  2-FB　 75×9×767

  3-FB　 65×6×630

  3-FB　 75×9×767

  1-PIPE　φ42.7×2.3×2730(STK400)

660

  7-PL　　 255×15×285(SM400A)

 28-BN　　 M16×50(2-W付)

 28-BN　　 M10×40(2-W付)

  7-Uボルト　呼び　32C

 14-Uボルト　呼び　15C

  7-L　　　 65×65×6×1325

  2-PIPE　φ21.7×1.9×2730(STK400)

 30-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

  2-PIPE　φ42.7×2.3× 730(STK400)

  4-PIPE　φ21.7×1.9× 730(STK400)

  2-PIPE　φ42.7×2.3× 730(STK400)

  4-PIPE　φ21.7×1.9× 730(STK400)

 24-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

   を間隔1m(0.7m2)程度に1個所程度設けるのが良い。
5. 床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔
   ボルト径+3mmを標準とする。

   を使用すること。

4. ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し、
   但し、ボルト・ナット類は、HDZ35とする。

注記)

   亜鉛の付着料は、JIS H8641 HDZ35～HDZ55とする。

2. Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット
1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

3. 部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。

   法を再確認すること。
6. 施工にあたっては、現地計測を実施して既設構造寸

   鋼板加工は、既設構造寸法確認後、製作を行うこと。

7143

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7143

Ｐ９６橋脚　検査路設置図（その２）

若松高架橋（上り線）

図　示



若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　検査路設置図（その３） S=1:20

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

2.Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナットを使用すること。

4.部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。(JIS規格：JIS H8641）
  厚さ　t=6.0mm以上の鋼材　　　　  　　       規格 = HDZ55
  厚さ　t=3.2mm以上5mm以下の鋼材  　 　　　 　規格 = HDZ45

3.普通ボルトは、強度区分4.6とする。

  厚さ　t=3.2mm未満の鋼材及びボルトナット類   規格 = HDZ35

1-PL 255×15×285 (SM400A)

4-BN M10×40 (2-W)

4-BN M16×50 (2-W)

4-BN M10×40 (2-W)

4-BN M16×50 (2-W)

1-PL 258×15×285 (SM400A)

S=1:6打込式アンカー詳細
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手摺詳細図
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注記）

7144

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7144

Ｐ９６橋脚　検査路設置図（その３）

若松高架橋（上り線）

図　示



ブラケット詳細図
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検査路
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(N=6組)

780 20

480 320234

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

2.Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナットを使用すること。

3.普通ボルトは、強度区分4.6とする。

4.部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。(JIS規格：JIS H8641）

  厚さ　t=6.0mm以上の鋼材　　 　　　　　　　　 規格 = HDZ55

  厚さ　t=3.2mm以上5mm以下の鋼材　  　　 　　　規格 = HDZ45

  厚さ　t=3.2mm未満の鋼材及びボルトナット類　　規格 = HDZ35

1
65

10 760 40 660 10

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　検査路設置図（その４） S=1:20
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注記）

7145

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7145

Ｐ９６橋脚　検査路設置図（その４）

若松高架橋（上り線）

図　示



平　面　図

Ａ－Ａ断面 Ｂ－Ｂ断面

ＡＡ
昇降口蓋

P
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P
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P
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若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　検査路設置図（その５） S=1:120
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※()内の寸法は下り線を示す
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注記)

   法を再確認すること。
1. 施工にあたっては、現地計測を実施して既設構造寸

   鋼板加工は、既設構造寸法確認後、製作を行うこと。

7146

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7146

Ｐ９６橋脚　検査路設置図（その５）

若松高架橋（上り線）

図　示



正 面 図側 面 図

(N=2組)

転落防止リング詳細

支持金具詳細

ａ部詳細

昇降梯子 S=1:80

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

2.Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナットを使用すること。

4.部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。(JIS規格：JIS H8641）
  厚さ　t=6.0mm以上の鋼材　　　　  　　       規格 = HDZ55
  厚さ　t=3.2mm以上5mm以下の鋼材  　 　　　 　規格 = HDZ45

3.普通ボルトは、強度区分4.6とする。

  厚さ　t=3.2mm未満の鋼材及びボルトナット類   規格 = HDZ35
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若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　検査路設置図（その６）
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7147

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7147

Ｐ９６橋脚　検査路設置図（その６）

若松高架橋（上り線）

図　示



Ｂ－Ｂ断面

Ｃ－Ｃ断面

Ｄ－Ｄ断面

Ｅ－Ｅ断面

Ｆ－Ｆ断面

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　検査路設置図（その１） S=1:120
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注記)

   法を再確認すること。
1. 施工にあたっては、現地計測を実施して既設構造寸

   鋼板加工は、既設構造寸法確認後、製作を行うこと。
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新　規　 検査路 新設工

数量(kg) 備考

5,531

項　目

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7148

Ｐ９７橋脚　検査路設置図（その１）

若松高架橋（上り線）

図　示



Ｇ－Ｇ断面

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　検査路設置図（その２） S=1:120
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K-3 K-2 K-1

K-6 K-4K-5

1530

昇降口蓋

BK-3BK-2

405 405

K-8

K-8

K-1(製作数=2組)

 10-PL　　 255×15×285(SM400A)

 40-BN　　 M16×50(2-W付)

 40-BN　　 M10×40(2-W付)

  2-Uボルト　呼び　32C

 20-Uボルト　呼び　15C

  2-CH  150×75×6.5×10×4565

  1-CH  150×75×6.5×10× 680

  7-FB　 65×6×530

  7-FB　 75×9×667
  2-PL　160×9×660(SM400A)

  2-L　　　 65×65×6×1325

  1-PIPE　φ42.7×2.3×1650(STK400)

  1-PL 　　 90×3.2× 1085

  1-PL 　　 90×3.2× 1708

  2-PIPE　φ21.7×1.9×1615(STK400)

  1-PL 　　 90×3.2× 1432

  1-PL　 60×9×660(SM400A)

  1-L　  75×75×6×667

  2-PIPE　φ21.7×1.9×1300(STK400)

  1-CH.PL 640×3.2× 4515(SS400相当品)

K-2(製作数=2組)

  2-PL　　 255×15×285(SM400A)

  8-BN　　 M16×50(2-W付)

  8-BN　　 M10×40(2-W付)

  2-Uボルト　呼び　32C

  4-Uボルト　呼び　15C

  2-L　　　 65×65×6×1325

  1-PIPE　φ42.7×2.3×1530(STK400)

  1-PL 　　 90×3.2× 1530

  2-PIPE　φ21.7×1.9×1530(STK400)

  2-L　  75×75×6×487

 46-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

  1-CH.PL 460×3.2× 1470(SS400相当品)

  2-CH  150×75×6.5×10×1530

  3-FB　 65×6×350

  3-FB　 75×9×487

  2-PL　 60×9×480(SM400A)

 16-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

K-3(製作数=2組) K-4(製作数=2組) K-5(製作数=2組)

  2-PIPE　φ21.7×1.9×4515(STK400)

  8-L　　　 65×65×6× 950

K-6(製作数=2組) K-7(製作数=1組) K-8(製作数=1組)

 11-PL　　 255×15×285(SM400A)

 44-BN　　 M16×50(2-W付)

 44-BN　　 M10×40(2-W付)

 11-Uボルト　呼び　32C

 22-Uボルト　呼び　15C

 11-L　　　 65×65×6×1325

  1-PIPE　φ42.7×2.3×4500(STK400)

  2-PL 　　 90×3.2× 2208

  2-PIPE　φ21.7×1.9×3140(STK400)

  2-PL 　　 90×3.2× 1538

  2-PIPE　φ21.7×1.9×4500(STK400)

  1-CH.PL 640×3.2× 4560(SS400相当品)

  2-CH  150×75×6.5×10×4600

  2-PL　160×9×660(SM400A)

 52-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

  2-CH  150×75×6.5×10× 680

  1-PIPE　φ42.7×2.3×3140(STK400)

下り線 上り線

Ｅ ＤＨ Ｇ Ｆ

Ｅ ＤＨ Ｇ Ｆ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ
BK-1-2 BK-3-2 BK-2-2 BK-1-2 BK-1-2

移設排水管路

7
15

  8-PL　　 255×15×285(SM400A)

 32-BN　　 M16×50(2-W付)

 32-BN　　 M10×40(2-W付)

  2-Uボルト　呼び　32C

 16-Uボルト　呼び　15C

  2-L　　　 65×65×6×1325

  1-PIPE　φ42.7×2.3×1630(STK400)

  1-PL 　　 90×3.2× 1065

  1-PL 　　 90×3.2× 1623

  2-PIPE　φ21.7×1.9×1530(STK400)

  1-PL 　　 90×3.2× 1728

  2-PIPE　φ21.7×1.9×1615(STK400)

  1-L　  75×75×6×667

  1-CH.PL 640×3.2× 4695(SS400相当品)

  2-CH  150×75×6.5×10×4745

  2-PL　160×9×660(SM400A)

  1-PL　 60×9×660(SM400A)

 48-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

  2-CH  150×75×6.5×10×1600

 20-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

  1-CH.PL 460×3.2× 1560(SS400相当品)

  2-CH  150×75×6.5×10× 500

  2-PIPE　φ21.7×1.9×4745(STK400)

  1-CH  150×75×6.5×10× 680

  2-CH  150×75×6.5×10×1600

 20-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

  1-CH.PL 460×3.2× 1560(SS400相当品)

  2-CH  150×75×6.5×10× 500

  6-L　　　 65×65×6× 950

  2-PIPE　φ42.7×2.3× 500(STK400)

  4-PIPE　φ21.7×1.9× 500(STK400)

  2-PL 　　 90×3.2× 500

  4-L　　　 65×65×6×1325

  2-PL　　 255×15×400(SM400A)

 12-BN　　 M16×50(2-W付)

  8-BN　　 M10×40(2-W付)

  4-Uボルト　呼び　32C

  8-Uボルト　呼び　15C

  2-PIPE　φ42.7×2.3× 500(STK400)

  4-PIPE　φ21.7×1.9× 500(STK400)

  2-PL 　　 90×3.2× 500

  4-L　　　 65×65×6×1325

  2-PL　　 255×15×400(SM400A)

 12-BN　　 M16×50(2-W付)

  8-BN　　 M10×40(2-W付)

  4-Uボルト　呼び　32C

  8-Uボルト　呼び　15C

  1-PL 　　 90×3.2× 660
  2-PL 　　 90×3.2×  670

  2-PL　160×9×480(SM400A)   2-PL　160×9×480(SM400A)

6
80

  2-PIPE　φ21.7×1.9× 590(STK400)

  4-PIPE　φ21.7×1.9× 630(STK400)

  2-PIPE　φ42.7×2.3× 630(STK400)

  7-FB　 65×6×530

  7-FB　 75×9×667

  3-FB　 65×6×350

  3-FB　 75×9×487

  3-FB　 65×6×350

  3-FB　 75×9×487

  7-FB　 65×6×530

  7-FB　 75×9×667

  1-PL 　　 90×3.2× 1350

  1-PL 　　 90×3.2× 1615

  2-CH  150×75×6.5×10×1530

 16-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

  1-CH.PL 640×3.2× 1470(SS400相当品)

  3-FB　 65×6×530

  3-FB　 75×9×667

  2-L　　75×75×6×667

  2-PL　 60×9×660(SM400A)

  2-PIPE　φ42.7×2.3× 500(STK400)

  4-PIPE　φ21.7×1.9× 500(STK400)

  2-PL 　　 90×3.2× 500

  4-L　　　 65×65×6×1325

  2-PL　　 255×15×400(SM400A)

 12-BN　　 M16×50(2-W付)

  8-BN　　 M10×40(2-W付)

  4-Uボルト　呼び　32C

  8-Uボルト　呼び　15C

  2-PL　150×6×680(SM400A)

  2-CH  150×75×6.5×10×1530

  8-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

  2-CH.PL 640×3.2× 405(SS400相当品)

  2-FB　 65×6×530

  2-FB　 75×9×667

  2-L　　75×75×6×667

  2-PL　 60×9×660(SM400A)

  2-PIPE　φ42.7×2.3× 500(STK400)

  4-PIPE　φ21.7×1.9× 500(STK400)

  2-PL 　　 90×3.2× 500

  4-L　　　 65×65×6×1325

  2-PL　　 255×15×400(SM400A)

 12-BN　　 M16×50(2-W付)

  8-BN　　 M10×40(2-W付)

  4-Uボルト　呼び　32C

  8-Uボルト　呼び　15C

  2-PL　150×6×680(SM400A)

660

  1-PL 　　 90×3.2× 1615

  1-PL 　　 90×3.2× 1530

   を間隔1m(0.7m2)程度に1個所程度設けるのが良い。
5. 床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔
   ボルト径+3mmを標準とする。

   を使用すること。

4. ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し、
   但し、ボルト・ナット類は、HDZ35とする。

注記)

   亜鉛の付着料は、JIS H8641 HDZ35～HDZ55とする。

2. Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット
1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

3. 部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。

   法を再確認すること。
6. 施工にあたっては、現地計測を実施して既設構造寸

   鋼板加工は、既設構造寸法確認後、製作を行うこと。

7149

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7149

Ｐ９７橋脚　検査路設置図（その２）

若松高架橋（上り線）

図　示



若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　検査路設置図（その３） S=1:20

1-FB　75×9×667

1-FB　65×6×530

1-PL 60×9×660　  (SM400A)

1-L　75×75×6×667 (SS400)

1-FB　75×9×487

1-FB　65×6×350

K-1,3,5,7,8 …

K-2,4,6　　 …

1-PL 60×9×480　  (SM400A)

1-L　75×75×6×487 (SS400)

K-1,3　 …

K-2　　 …

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

2.Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナットを使用すること。

4.部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。(JIS規格：JIS H8641）
  厚さ　t=6.0mm以上の鋼材　　　　  　　       規格 = HDZ55
  厚さ　t=3.2mm以上5mm以下の鋼材  　 　　　 　規格 = HDZ45

3.普通ボルトは、強度区分4.6とする。

  厚さ　t=3.2mm未満の鋼材及びボルトナット類   規格 = HDZ35

1-PL 255×15×285 (SM400A)

4-BN M10×40 (2-W)

4-BN M16×50 (2-W)

4-BN M10×40 (2-W)

4-BN M16×50 (2-W)

1-PL 255×15×285 (SM400A)

S=1:6打込式アンカー詳細

端支柱部
中間支柱部

掛け違い部

手摺詳細図

支柱部断面図
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(検査路支柱PL取付）

1-L　 75×75×6×667 (SS400)

※K-5,7端部 b-b断面も同様
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C型･･･呼び15
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ナット(M10)

1,3種付
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※()内は歩廊2列部の寸法。歩廊2列部は躯体側の手すりはなし
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6-φ19孔

K-4,K-6 端部孔明詳細（手摺取付PL用）
PL及び手摺構造は、K-4,K-6

歩廊端部のものと共通

(手摺構造・爪先板はK-5,K-7も同様)

注記）
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7150

Ｐ９７橋脚　検査路設置図（その３）

若松高架橋（上り線）

図　示



1.特記なき材質は、全てSS400とする。

2.Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナットを使用すること。

4.部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。(JIS規格：JIS H8641）
  厚さ　t=6.0mm以上の鋼材　　　　  　　       規格 = HDZ55
  厚さ　t=3.2mm以上5mm以下の鋼材  　 　　　 　規格 = HDZ45

3.普通ボルトは、強度区分4.6とする。

  厚さ　t=3.2mm未満の鋼材及びボルトナット類   規格 = HDZ35

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　検査路設置図（その４） S=1:20
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5.排水管支持用のφ19孔は現地の排水管取り回し状況に応じて

　孔明位置を決定すること。
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7151

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7151

Ｐ９７橋脚　検査路設置図（その４）

若松高架橋（上り線）

図　示
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mailto:4@87.5


若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　検査路設置図（その５） S=1:160
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注記)

   法を再確認すること。
1. 施工にあたっては、現地計測を実施して既設構造寸

   鋼板加工は、既設構造寸法確認後、製作を行うこと。
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7152

Ｐ９７橋脚　検査路設置図（その５）

若松高架橋（上り線）

図　示



1.特記なき材質は、全てSS400とする。

2.Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナットを使用すること。

4.部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。(JIS規格：JIS H8641）
  厚さ　t=6.0mm以上の鋼材　　　　  　　       規格 = HDZ55
  厚さ　t=3.2mm以上5mm以下の鋼材  　 　　　 　規格 = HDZ45

3.普通ボルトは、強度区分4.6とする。

  厚さ　t=3.2mm未満の鋼材及びボルトナット類   規格 = HDZ35

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　検査路設置図（その６） S=1:20
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7153

Ｐ９７橋脚　検査路設置図（その６）

若松高架橋（上り線）

図　示



Ａ－Ａ断面

Ｂ－Ｂ断面

K-5

若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　検査路設置図（その１） S=1:120
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注記)

   法を再確認すること。
1. 施工にあたっては、現地計測を実施して既設構造寸

   鋼板加工は、既設構造寸法確認後、製作を行うこと。

7154

新　規　 検査路 新設工

数量(kg) 備考

1,972

項　目

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7154

Ｐ９８橋脚　検査路設置図（その１）

若松高架橋（上り線）

図　示



Ａ

平面図

Ｄ

Ｄ

Ｂ

若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　検査路設置図（その２） S=1:120
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620 620

K-3(製作数=1組) K-5(製作数=1組)

 10-PL　　 255×15×285(SM400A)

 40-BN　　 M16×50(2-W付)

 40-BN　　 M10×40(2-W付)

  4-Uボルト　呼び　32C

 20-Uボルト　呼び　15C

  4-PIPE　φ21.7×1.9×4230(STK400)

  4-L　　　 65×65×6×1325

  2-PIPE　φ42.7×2.3×1370(STK400)

  2-PL 　　 90×3.2×   735

  2-PL 　　 90×3.2×  1667

  1-CH.PL 640×3.2× 4230(SS400相当品)

  2-CH  150×75×6.5×10× 4280

  1-CH  150×75×6.5×10× 680

K-4(製作数=1組)

 10-PL　　 255×15×285(SM400A)

 40-BN　　 M16×50(2-W付)

 40-BN　　 M10×40(2-W付)

 20-Uボルト　呼び　15C

  2-CH  150×75×6.5×10×4420

  1-CH  150×75×6.5×10× 680

  2-PL　160×9×660(SM400A)

  2-PIPE　φ42.7×2.3×1500(STK400)

  2-PL 　　 90×3.2×  875

  2-PL 　　 90×3.2× 1668

  2-PL 　　 90×3.2× 1538

  1-PL　 60×9×660(SM400A)

  1-L　  75×75×6×667

  1-CH.PL 640×3.2× 4370(SS400相当品)

 44-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

  2-PL　　 255×15×285(SM400A)

  1-PIPE　φ42.7×2.3×1960(STK400)

  1-PL 　　 90×3.2× 1960

  2-PIPE　φ21.7×1.9×1960(STK400)

  2-L　  75×75×6×487

  4-CH  150×75×6.5×10×1960

  2-CH.PL 640×3.2×  620(SS400相当品)

  1-CH.PL 460×3.2× 1900(SS400相当品)

  2-PL　 60×9×480(SM400A)

  2-PL　 60×9×660(SM400A)

  2-L　  75×75×6×667

 32-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

  6-L　　　 65×65×6× 950

  2-PL 　　 90×3.2×  1547

 42-BN　　 M10×35(1-W,1-TW付)

下り線 上り線

  4-PIPE　φ21.7×1.9×4370(STK400)

  1-PL 　　 90×3.2×   660  1-PL 　　 90×3.2× 660

5
00

4
00

  2-PIPE　φ42.7×2.3× 500(STK400)

  4-PIPE　φ21.7×1.9× 500(STK400)

  2-PL 　　 90×3.2× 500

  6-L　　　 65×65×6×1325

  2-PL　　 255×15×400(SM400A)

 20-BN　　 M16×50(2-W付)

 16-BN　　 M10×40(2-W付)

  6-Uボルト　呼び　32C

 12-Uボルト　呼び　15C

  2-PIPE　φ21.7×1.9× 590(STK400)

Ｆ

Ｆ

Ｃ Ｃ

  6-FB　 65×6×530

  6-FB　 75×9×667

  2-FB　 75×9×667

  2-FB　 65×6×530

  3-FB　 75×9×487

  3-FB　 65×6×350   6-FB　 65×6×530

  6-FB　 75×9×667

  2-PIPE　φ21.7×1.9× 590(STK400)

  4-L　　　 65×65×6×1325

  6-L　　　 65×65×6× 950

  4-Uボルト　呼び　32C

  2-PL　160×9×660(SM400A)

  1-PL　 60×9×660(SM400A)

  1-L　  75×75×6×667

660

　2-PL 150× 6×680 (SM400A)

   を間隔1m(0.7m2)程度に1個所程度設けるのが良い。
5. 床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔
   ボルト径+3mmを標準とする。

   を使用すること。

4. ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し、
   但し、ボルト・ナット類は、HDZ35とする。

注記)

   亜鉛の付着料は、JIS H8641 HDZ35～HDZ55とする。

2. Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット
1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

3. 部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。

   法を再確認すること。
6. 施工にあたっては、現地計測を実施して既設構造寸

   鋼板加工は、既設構造寸法確認後、製作を行うこと。
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社

7155

Ｐ９８橋脚　検査路設置図（その２）

若松高架橋（上り線）

図　示



1.特記なき材質は、全てSS400とする。

2.Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナットを使用すること。

4.部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。(JIS規格：JIS H8641）
  厚さ　t=6.0mm以上の鋼材　　　　  　　       規格 = HDZ55
  厚さ　t=3.2mm以上5mm以下の鋼材  　 　　　 　規格 = HDZ45

3.普通ボルトは、強度区分4.6とする。

  厚さ　t=3.2mm未満の鋼材及びボルトナット類   規格 = HDZ35

若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　検査路設置図（その３） S=1:20
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社
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Ｐ９８橋脚　検査路設置図（その３）

若松高架橋（上り線）

図　示



1.特記なき材質は、全てSS400とする。

2.Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナットを使用すること。

4.部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。(JIS規格：JIS H8641）
  厚さ　t=6.0mm以上の鋼材　　　　  　　       規格 = HDZ55
  厚さ　t=3.2mm以上5mm以下の鋼材  　 　　　 　規格 = HDZ45

3.普通ボルトは、強度区分4.6とする。

  厚さ　t=3.2mm未満の鋼材及びボルトナット類   規格 = HDZ35

若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　検査路設置図（その４） S=1:20
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社
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Ｐ９８橋脚　検査路設置図（その４）

若松高架橋（上り線）

図　示
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若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　検査路設置図（その５） S=1:160
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   法を再確認すること。
1. 施工にあたっては、現地計測を実施して既設構造寸

   鋼板加工は、既設構造寸法確認後、製作を行うこと。
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社
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Ｐ９８橋脚　検査路設置図（その５）

若松高架橋（上り線）

図　示



転落防止リング詳細

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

2.Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナットを使用すること。

4.部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。(JIS規格：JIS H8641）
  厚さ　t=6.0mm以上の鋼材　　　　  　　       規格 = HDZ55
  厚さ　t=3.2mm以上5mm以下の鋼材  　 　　　 　規格 = HDZ45

3.普通ボルトは、強度区分4.6とする。

  厚さ　t=3.2mm未満の鋼材及びボルトナット類   規格 = HDZ35

若松高架橋（上り線）Ｐ９８橋脚　検査路設置図（その６） S=1:20
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縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 千葉管理事務所

東日本高速道路株式会社

東関東自動車道

下小野第二高架橋耐震補強工事

北武コンサルタント株式会社
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Ｐ９８橋脚　検査路設置図（その６）

若松高架橋（上り線）

図　示



Ｐ９５橋脚　防護柵撤去復旧時

若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚　交通規制図（その１）（参考図）S=1:700
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　1.保安施設の設置については、国土交通省「道路工事保安　

　　施設設置基準」を基に配置している。

　2.国道の交通誘導にあたって、交通誘導員のうち、交通誘　
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交通規制図（その１）（参考図）

若松高架橋（上り線）Ｐ９５橋脚

図　示



Ｐ９６橋脚　防護柵設置撤去時

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　交通規制図（その２）（参考図）

保安設備

1

工 事 箇 所
予告標示板

2

警戒標識

9

警戒標識

3

規制標識

000
ｍ先

工
事
中

000
ｍ先

6

黄色回転灯

8

誘導標示板

○○工事中

5

工事名標示板

ご迷惑をおかけします

○○○○○○を
なおしています

令和○年○月○日まで
時間帯　21：00～ 6：00

橋梁耐震補強工事

　　電話○○-○○○○-○○○○
　　千葉管理事務所

発注者　東日本高速道路株式会社

施工者　　　○○○○建設株式会社
　　電話○○-○○○○-○○○○

徐行

東日本高速道路（株）

工事情報看板

電話　　○○-○○〇○-○○○○

施工者　○○○○建設株式会社

電話　　○○-○○〇○-○○○○

令
和
○
年
○
月
○
日
ま
で

○
○
○
○
○
○
を

な
お
し
て
い
ま
す

ご迷惑をおかけします

工事説明看板

1817

千葉管理事務所

発注者　東日本高速道路株式会社

電話　　○○-○○〇○-○○○○

施工者　○○○○建設株式会社

電話　　○○-○○〇○-○○○○

規制標識

4

千葉管理事務所

発注者　東日本高速道路株式会社

工
事
中
に
つ
き

お
願
い
し
ま
す

徐行

歩
行
者
用
通
路

工事説明看板

11

こ
ち
ら
を
と
お
っ
て
く
だ
さ
い

電話　　○○-○○〇○-○○○○

施工者　○○○○建設株式会社

電話　　○○-○○〇○-○○○○

千葉管理事務所

発注者　東日本高速道路株式会社

○
○
ｍ
先

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
　
千
葉
管
理
事
務
所

○
○
○
工
事
中

至 東京

浜町２丁目

浜町２丁目

9.3Km

As

As

歩6

歩8

歩10

歩11

歩12

歩16

歩17

歩14

114の2-A

建

建

HH

国道357号

国道357号

P95

P96

至 千葉

P94
P93

P92

P91

100m100m

1 17
1

500m

18
18

94

100m100m100m

縁石撤去設置工(180×250)13000
防護柵撤去設置工(Gr-B-4E)

13000

立入防止柵撤去設置工(H=3.0m) 13000

市
道

0
0
-0
31
号

市道00-076号

S=1:700

注記）

　1.保安施設の設置については、国土交通省「道路工事保安　

　　施設設置基準」を基に配置している。

　2.国道の交通誘導にあたって、交通誘導員のうち、交通誘　

　　導警備員Ａ（１級又は２級検定合格警備員）１名以上必　

　　要。
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交通規制図（その２）（参考図）

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚

図　示



Ｐ９６橋脚　吊り足場・吊り支保工設置撤去時

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚　交通規制図（その３）（参考図）
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　1.保安施設の設置については、国土交通省「道路工事保安　

　　施設設置基準」を基に配置している。

　2.国道の交通誘導にあたって、交通誘導員のうち、交通誘　

　　導警備員Ａ（１級又は２級検定合格警備員）１名以上必　

　　要。
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交通規制図（その３）（参考図）

若松高架橋（上り線）Ｐ９６橋脚

図　示



Ｐ９７橋脚　防護柵撤去設置時（右折レーン線部）

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　交通規制図（その４）（参考図）
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　1.保安施設の設置については、国土交通省「道路工事保安　

　　施設設置基準」を基に配置している。

　2.国道の交通誘導にあたって、交通誘導員のうち、交通誘　

　　導警備員Ａ（１級又は２級検定合格警備員）１名以上必　

　　要。
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交通規制図（その４）（参考図）

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚

図　示



Ｐ９７橋脚　吊り足場設置撤去時（国道本線部）

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　交通規制図（その５）（参考図） S=1:700
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　1.保安施設の設置については、国土交通省「道路工事保安　

　　施設設置基準」を基に配置している。

　2.国道の交通誘導にあたって、交通誘導員のうち、交通誘　

　　導警備員Ａ（１級又は２級検定合格警備員）１名以上必　

　　要。
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交通規制図（その５）（参考図）

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚

図　示



Ｐ９７橋脚　吊り足場設置撤去時（右折レーン部）

若松高架橋（上り線）Ｐ９７橋脚　交通規制図（その６）（参考図） S=1:700
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東京方

京　　葉　　線

若
松

第
一

歩
道
橋

9.2Km

As

Co

As

Co

歩0

歩3歩4

歩15

歩16

歩17

歩2

歩1HH

HH

建

P97
P98 P99 P106 P107 P108 P109 P110

保安設備

1

工 事 箇 所
予告標示板

2

警戒標識

9

警戒標識

3

規制標識

000
ｍ先

工
事
中

6

黄色回転灯

8

誘導標示板

○○工事中

5

工事名標示板

ご迷惑をおかけします

○○○○○○を
なおしています

令和○年○月○日まで
時間帯　21：00～ 6：00

橋梁耐震補強工事

　　電話○○-○○○○-○○○○
　　千葉管理事務所

発注者　東日本高速道路株式会社

施工者　　　○○○○建設株式会社
　　電話○○-○○○○-○○○○

徐行

東日本高速道路（株）

工事情報看板

電話　　○○-○○〇○-○○○○

施工者　○○○○建設株式会社

電話　　○○-○○〇○-○○○○

令
和
○
年
○
月
○
日
ま
で

○
○
○
○
○
○
を

な
お
し
て
い
ま
す

ご迷惑をおかけします

工事説明看板

1817

千葉管理事務所

発注者　東日本高速道路株式会社

電話　　○○-○○〇○-○○○○

施工者　○○○○建設株式会社

電話　　○○-○○〇○-○○○○

規制標識

4

千葉管理事務所

発注者　東日本高速道路株式会社

工
事
中
に
つ
き

お
願
い
し
ま
す

徐行

歩
行
者
用
通
路

工事説明看板

11

こ
ち
ら
を
と
お
っ
て
く
だ
さ
い

電話　　○○-○○〇○-○○○○

施工者　○○○○建設株式会社

電話　　○○-○○〇○-○○○○

千葉管理事務所

発注者　東日本高速道路株式会社

○
○
ｍ
先

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
　
千
葉
管
理
事
務
所

○
○
○
工
事
中

117 1

500m

18189 4

100m100m100m

117 1

500m

18189 4

100m100m100m

000
ｍ先

5
6
70

10000

17

市
道

0
0
-0
31
号

市道00-076号

国道357号

国道357号

S=1:700

注記）
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　1.図中寸法は既往資料(マイクロ図)、簡易計測を基に作成

　　した復元寸法である。

　2.施工にあたっては、現地計測のうえ再確認を行い、施工

　　に応じた足場形状とすること。

　3.寸法が異なる場合は、監督員と協議のうえ必要に応じ寸

　　を変更すること。

　4.ＲＣ拡幅に伴う足場支保(くさび結合型)の詳細寸法等は　

　　ＲＣ拡幅支保工図(参考図)を参照すること。
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若松高架橋（上り線）Ｐ９５～９８橋脚　仮設足場工図（その２）（参考図）
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　2.施工にあたっては、現地計測のうえ再確認を行い、施工

　　に応じた足場形状とすること。

　3.寸法が異なる場合は、監督員と協議のうえ必要に応じ寸
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4. 型枠を設置するための高さ等の調整は、現地計測

   にて確定した上で適宜決定すること。
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   実測結果を反映のこと。

   すべて竣工図面を基に作図を行なっている。

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは、

注記）

2. 部材加工・製作に際しては現地計測を行い、

3. 吊支保工の配置については、上部工の配筋を鉄筋

   探査するとともに、東京電力のケーブル位置等を

   現地計測にて確定した上で決定すること。

4. 型枠を設置するための高さ等の調整は、現地計測

   にて確定した上で適宜決定すること。
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